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本日の委員会に付された案件は次のとおりである。  

 

令和８年豊能町議会３月定例会議付託案件について 

 

１．第18号議案 令和８年度豊能町一般会計予算の件 

２．第19号認定 令和８年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算

の件 

３．第20号認定 令和８年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定予算の件 

４．第21号認定 令和８年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

５．第22号認定 令和８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件  

６．第23号認定 令和８年度豊能町下水道事業会計予算の件  
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午前９時 30分 開会 

 

○委員長（池田忠史君） 

皆様、おはようございます。 

３月６日の本会議におきまして、予算特別

委員会が設置されまして、委員にはこの６名

が選任されました。 

また、私池田が委員長に、寺脇委員が副委

員長に選任されました。 

私としましては、審査を円滑に進めていき

たいと思っておりますので、皆様、御協力を

よろしくお願いいたします。 

さて、理事者におかれましては、非常に厳

しい財政状況の中で、令和８年度の当初予算

案を提案されたものと思います。 

したがいまして、議会としましても、十分

に審査を行い、住民の皆様に御了解いただけ

る予算としなければなりません。 

審査期間は限られておりますので、委員会

を効率的に運営していけるよう、委員各位の

御理解と御協力をお願いいたします。 

それでは座らせていただきます。 

ただいまの出席委員は６名であります。定

足数に達しておりますので、予算特別委員会

を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして、町長より挨

拶がございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

皆さん、おはようございます。 

本日は、お忙しい中御参集いただきまして

誠にありがとうございます。 

本日は、東日本大震災から 15 年でござい

ます。本町でも半旗とさせていただき、弔意

を表させていただいているところでございま

すが、この場をお借りいたしまして、改めて

亡くなられました方々に対し追悼の意を表し

ますとともに、東北の町々の一日も早い完全

復興を願うばかりでございます。 

改めまして、本日の予算特別委員会では、

令和８年度の予算につきまして御審査をいた

だくこととなってございます。 

令和８年度の予算編成に当たりましては、

町政運営方針で述べさせていただいておりま

すが、先ほど委員長のお言葉にもありました

が、厳しい財政状況の中ではございますが、

全ては次世代のため、まちの将来像である、

『自然に抱かれた多様性・創造性で未来が輝

くまち とよの』の実現に向け限られた財源

を効果的かつ実効性のある施策に重点的に配

分する編成とさせていただいております。 

後ほど担当よりしっかり御説明させていた

だきますので、議員の皆様方におかれまして

は、詳細に審査をいただきまして、御理解を

賜りたいと存じますので、どうかよろしくお

願いを申し上げます。 

簡単ではございますが、開会に当たりまし

ての御挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（池田忠史君） 

ありがとうございました。 

今町長からもありましたように、本日３月

11 日は、東日本大震災発生から 15 年になり

ます。亡くなられた方、御遺族の皆様に哀悼

の意を表すために、震災発生時間の午後２時

46 分に１分の黙祷をささげたいと思います。 

庁内放送もあるようでございますので、皆様

よろしくお願いいたします。 

ここで、委員長から皆様にお願いがありま

す。発言の際には、最初に挙手をしてくださ

い。また、理事者には、主に課長補佐が説明、

答弁されると聞いておりますので、指名がス

ムーズにできるよう、課長補佐は挙手の際、

所属と名前も言ってください。委員は、委員

長が指名してから起立し、質疑をしてくださ

い。また、理事者は答弁の際は、起立し答弁

してください。 

審査は、第 18号議案から第 23号議案まで、
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議案番号順に１議事１処理で、質疑、討論、

採決をしていきます。 

委員会の進め方ですが、予算説明資料のペ

ージ番号順、所属順に進め、歳入についても

各事業と併せて審査していきますので、歳入

の説明も併せてしてください。 

理事者の説明については、事前に当初予算

説明資料が配付されておりますので、新規事

業や町政運営方針で述べられているもので、

特に説明が必要と思われるもの、また、増減

が大きな事業など、順次挙手していただき説

明していただければ結構です。説明がなけれ

ば、質疑から始めます。 

また、委員は、教えてくださいとか、要望

や予算に関係のない質疑、一般質問のような

質疑はしないようにしてください。理事者の

答弁も簡潔明快にお願いいたします。 

委員会は本日と明日 12 日に開催し、あさ

って 13日が予備日です。 

委員長としましては、第 18 号議案から第

23 号議案までの審査を繰り返しになります

が円滑に進めたいと思っておりますので、皆

様の御協力をお願いいたします。 

初めに、第 18 号議案から審査し、暫時休

憩を入れながら、担当部署を交代していただ

きますので、担当部署以外の方はそれまで自

席で待機してください。 

なおですね、例年であれば、進んだところ

で５時に近づいた時点で、翌日という形で進

めさせておりましたけれども、自席での待機

であるかないかということも、各部署の方は

大変だと思いますので、本日は生活福祉部ま

でを本日の審査とさせていただき、建設部以

降は明日にさせていただきたいと思いますが、

皆様よろしいでしょうか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

異議なしといたしますので、本日は生活福

祉部までを審査させていただきたいと思いま

す。 

以上のように進めたいと思いますが、御意

見、御質問はございますでしょうか。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

ないようですので、円滑な議事進行に御協

力をよろしくお願いいたします。 

それでは、第 18 号議案、一般会計予算か

ら始めます。 

初めに、議会事務局、総務部が所管する事

業予算について審査しますので、その所属職

員以外の方は退出し、自席で待機をお願いい

たします。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の審査日程は、御手元に配付のとおり

でございます。 

令和８年３月定例議会議付託案件について。 

第 18 号議案、令和８年度豊能町一般会計

予算の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

最初に、予算説明資料の 11 ページから 15

ページまでの議会事務局、16 ページから 65

ページまでの総務部が所管する事業予算につ

いて御説明願います。 

広報職員課は、特別会計を含む各会計の人

件費事業全般の説明についてもよろしくお願

いいたします。 

平田主幹。 

○議会事務局主幹（平田 旬君） 

おはようございます。議会事務局、平田で

す。よろしくお願いいたします。 

まず初めに、議会事務局分につきまして御

説明させていただきます。着座にて説明させ

ていただきます。 

予算説明資料は 11ページ、予算書は 57ペ

ージになります。この議会運営事業の主なも

のでございますが、これまで議会事務局で契

約し、会議後の議事録の作成に活用しており

ました議事録作成システムですが、令和８年
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度からは、総務課において、新たに大阪府の

システム共同化による共同調達事業に参加し

契約予定のため、本事業の予算は、令和７年

度と比較し減額となっております。 

なお、この共同調達事業に参加することで、

直接取扱業者と契約するよりも安価で本シス

テムの利用が可能となる予定でございます。 

説明は以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

おはようございます。総合政策課の黒田で

す。よろしくお願いいたします。 

それでは、総合政策課所管分の予算につき

まして御説明させていただきます。着座にて

御説明させていただきます。 

予算説明資料は 16ページから 25ページ、

予算書は 61ページから 63ページ、65ページ

から 67ページ、112ページになります。 

説明につきましては、新規事業、投資的臨

時事業を中心に御説明させていただきます。 

それではまず初めに、予算説明資料は 18

ページ、予算書は 65 ページになります。政

策推進事業でございます。こちらの事業は、

小事業として５事業を記載しております。主

なものの概要を御説明させていただきます。 

３の学校施設等跡地利活用検討事業でござ

います。この事業は、令和８年４月より廃校

となる町内西地区の３小学校の跡地利活用の

可能性を検討するためのサウンディング調査

に係る費用となり、515 万 5,000 円の増額で

ございます。 

次に、４の公共施設再編整備事業でござい

ます。令和５年６月に策定しました、豊能町

公共施設再編に関する基本方針に基づき、東

西それぞれの公共施設再編を進めるに当たり、

令和８年度につきましては、東地区公共施設

再編整備施設の実施設計業務に係る費用とな

り、6,501万 3,000円の増額でございます。 

続きまして、５の町制施行 50 周年記念事

業でございます。こちらは新規事業となりま

す。こちらの事業は、令和９年度に町制施行

50 周年を迎えるに当たり、町政要覧等の作

成に係る費用 663万円でございます。 

続きまして、予算説明資料 19 ページ、予

算書 65 ページをお開きください。町政ＰＲ

事業でございます。 

１のとよのんＰＲ活動事業につきましては、

イメージキャラクターとよのんのＰＲ活動を

通じて、町の様々な魅力等を発信するための

事業でございます。こちらはとよのんの着ぐ

るみの修繕に係る費用の関係で 12 万 7,000

円の増額となっております。 

続きまして、予算説明書は 20 ページ、予

算書 65 ページでございます。こちらは地域

活性化事業でございます。 

まず最初に、１．住宅流通・多様化促進事

業でございます。こちらの事業は、総合戦略

に基づく地域ぐるみの定住促進や、空き家の

流通促進を図るために、家財道具処分やリフ

ォーム工事などに対する補助金の交付、及び

新婚世帯に対して住宅取得費やリフォーム費

用などを支援する事業となっております。 

続きまして、２．協働による魅力発信事業

でございます。こちらは、豊能町シティプロ

モーションプランの基本方針である、豊能町

に好きになる人を増やしていく、豊能町のフ

ァンを増やしていくことを推進するために、

トヨノノレポーターの活動を支援し、トヨノ

ノ PORTAL やインスタグラムを活用して、町

の魅力を発信するための事業となります。 

次に、３．地域の魅力創出事業でございま

す。こちらは地域の活性化を図るため、民間

の企業と連携し、その専門知識等を活かしな

がら町独自の魅力向上や地域の課題解決に取

組ための負担金、及び来場者を多数呼び込む

ことにより、地域のにぎわいを創出し地域の

活性化を図るための、にぎわい事業補助金に
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よるもので 57 万 2,000 円の減額でございま

す。 

続きまして、４．移住就職応援事業でござ

います。町への移住定住の促進を図るととも

に、町内の企業等における人手不足の解消を

図るため、大阪府外からの移住者を対象とし

た移住就職応援支援金及び豊能町出身者のＵ

ターン転入者に対して支援金を支給するもの

でございます。 

続きまして、予算説明資料 22 ページ、予

算書 66 ページをお開きください。地域公共

交通促進事業でございます。 

１．地域公共交通維持確保事業につきまし

ては、地域公共交通会議の開催に要する報酬

等の経費及び路線バスや豊能西線、及びデマ

ンドタクシーの運行に係る補助金に係る経費

で、480万 1,000円の減額でございます。 

次に、２．コミュニティ・カーシェアリン

グ導入支援事業でございます。こちらは地域

における移動手段の確保が困難となっている

ため、地域公共交通を補完する地域主体の交

通であるコミュニティ・カーシェアリングの

導入に向けて、令和７年度に実施しました説

明会を受けて、導入意向を持つ団体に対して

の立ち上げ支援等に係る費用で、114 万

5,000円の増額でございます。 

続きまして、３．運転免許証自主返納者移

動支援事業でございます。こちらは、運転免

許証自主返納した高齢者に対し、公共交通機

関の運賃の一部補助を行うことにより、移動

手段の確保と利用促進を図るもので、９万

5,000円の増額でございます。 

続きまして、４．地域公共交通運転士確保

対策事業でございます。こちらは、令和７年

６月補正予算をお認めいただき事業を開始し

たもので、地域公共交通を担う路線バス、タ

クシーの運転士を確保し、地域公共交通を維

持・確保していくため、新たに公共交通事業

者に運転士として就業された方に補助金を交

付するものです。 

続きまして、５．鉄道安全輸送設備等整備

事業でございます。こちらは新規事業となり

ます。こちらの事業は、能勢電鉄が行う安全

確保のために実施する設備の更新等に対して、

国と連携して補助金を交付するためのもので、

事業費が 105万 7,000円となります。 

歳出の説明は以上でございます。 

続いて、歳入について御説明申し上げます。 

 予算書のほうは 54 ページのほうをお開き

ください。こちらが、款 21．諸収入、項３．

雑入、目３．雑入、節１．雑入のほうの 51．

町村振興共済事業交付金でございますが、町

村の振興目的に資する事業等に対する大阪府

町村長会からの支援金でございます。 

総合政策課に係る予算の説明は以上でござ

います。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

おはようございます。広報職員課の福本で

す。よろしくお願いいたします。 

それでは初めに、一般会計予算の人件費に

つきまして概要を説明させていただきます。 

 予算書の 146 ページ以降に給与費明細を付

けていますので、説明に併せて御覧ください。 

着座にて失礼させていただきます。 

まず人件費のうち、特別職につきましては

約１億 4,700 万円で対前年比約 160 万円の減、

会計年度任用職員を含む一般職は約 19 億

1,600 万円で対前年比約１億 6,200 万円の増

となり、特別職と一般職の合計で申し上げま

すと、約 20 億 6,300 万円で前年度当初と比

べ約１億 6,000万円の増となっております。 

増加と減少の主な要因を申し上げます。 

まず、増加の主な要因でございますが、給

与改定で約 1,890 万円の増、退職手当により

約 8,841 万円の増、共済費により約 2,432 万

円の増となっております。 
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次に、減少の主な要因でございますが、管

理職手当で 210 万円の減、非常勤職員報酬で

約 791万円の減となっております。 

また、特別会計等を含みます人件費の総額

から退職手当と特別職及び会計年度任用職員

の人件費を除いた一般職の人件費につきまし

ては、約 14 億 8,234 万円で前年度に比べま

すと約 6,474万円の増となっております。 

人件費の概要につきましては、以上でござ

います。 

続きまして、広報職員課において所管して

います事業分の主なものについて御説明させ

ていただきます。 

予算書 59 ページ、当初予算説明資料の 26

ページを御覧ください。大事業名、人事給与

管理事業の小事業２．勤怠管理システム導入

事業でございます。こちらは職員の勤怠情報

を電子化するためのシステム導入経費等を計

上しているものでございます。 

なお、小事業名１．人事給与管理事業にお

きまして、約 300 万円ほど増額しております

が、こちらは、令和７年度の臨時事業として

計上しておりました物件使用料の約 200 万円

を経常経費として組み替えていることが主な

理由でございます。 

次に、予算書 63 ページ、当初予算説明資

料の 30 ページを御覧ください。大事業名、

広報事業の小事業名２．ホームページ編成事

業でございます。こちらは現在のホームペー

ジ上の掲載記事が、各担当においてそれぞれ

作成しているため、その表現や体裁、ウェブ

アクセシビリティに統一性がないことから、

より統一性のあるウェブアクセシビリティに

配慮したものになるよう、システムベンダー

において一括して補正していただくものでご

ざいます。 

広報職員課の所管分につきましては、以上

でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

おはようございます。総務課、井上です。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、総務課が計上しております予算

について御説明いたします。説明は、前年度

から大幅に変更のあった事業や新規事業を中

心に御説明いたします。着座にて御説明いた

します。 

予算説明資料 43ページ、予算書 67ページ

の指定管理者選定事業の１．指定管理者選定

事業ですが、この事業は、公共施設の指定管

理者を選定するための委員会を運営する事業

です。予算内容につきましては、令和８年度

は高山コミュニティセンターの現指定管理者

である株式会社グラッドより指定管理者の変

更を含む提案があり、指定管理者の選定を予

定しているため、委員報酬などの予算を計上

しております。 

次に、予算説明資料 44 ページ、予算書 69

ページの行政情報化推進事業の２．大阪セキ

ュリティクラウドリプレイス業務事業ですが、

この事業は、インターネットに接続するに当

たり、各自治体で行うよりも大阪府単位で集

約し構築、運用することで、共通の高度なセ

キュリティ対策を効率的に実施するものにな

ります。大阪府で運用を行っていますが、現

在の契約が令和９年３月末で終了となり、新

たに大阪府で運用を行うため、令和８年度中

に庁内ネットワークの移行作業を行う必要が

あるものです。 

次に、４．LGWAN 端末リモート化業務事業

ですが、令和８年度から令和 12 年度までの

債務負担行為を設定しております。この事業

は、各課に配付している平成 27 年度に導入

した財務会計などを使用する LGWAN 端末 60

台を購入する代わりに、一部の端末を除き、

インターネットに接続するイントラ端末を活

用して LGWAN 環境へリモートでアクセスがで
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きる環境を構築し、業務の効率化を図るもの

です。 

次に、予算説明資料 45 ページ、予算書 69

ページの住民情報化推進事業の１．住民情報

化推進事業ですが、増加の主な原因は、標準

化システムが稼働していくことに伴い、令和

７年度では臨時事業で計上しておりました、

住基ネット接続用ＣＳサーバー更新事業、基

幹系システム標準化対応機器等導入事業、ガ

バメントクラウド運用管理事業の全てと、基

幹系システム標準化対応事業のうち、物件使

用料を経常事業に変更したことによるもので

す。 

次に、２．基幹系システム標準化対応事業

ですが、この事業は、令和３年９月１日に施

行された地方公共団体情報システムの標準化

に関する法律、いわゆる標準化法を根拠とし

た基幹系システムの標準化に移行するための

事業です。標準化に向け、令和５年度から取

組を進めておりますが、令和８年度は住基シ

ステムや税システムの移行段階となります。 

テスト環境での運用から準備し本番環境へ移

行して運用していきます。予算内容としまし

ては標準化対応の業務委託料になります。 

次に、３．地方税電子申告支援サービス次

期 eLTAX 更新事業ですが、この事業は、

1,788 の地方公共団体の電子納税の窓口とな

る共通システムを運用している地方税共同機

構の eLTAX が第５期に移行することに伴い、

国税連携システム等の環境構築を行うもので

す。予算内容としましては、第５期 eLTAX に

対応するための業務委託料になります。 

次に、予算説明資料 46 ページ、予算書 69

ページの総合行政ネットワーク推進事業の１．

総合行政ネットワーク推進事業ですが、この

事業は、地方公共団体相互間のコミュニケー

ションの円滑化、情報の共有による情報の高

度利用を図るための基盤として整備され、全

国の地方公共団体の組織内ネットワークを相

互に接続しています。増加の主な原因は、令

和７年度に臨時事業で行いました LGWAN 府域

ネットワークの更新により、第５次 LGWAN に

更新され、債務負担行為を設定しております

保守管理委託料や機械器具使用料を経常事業

に変更したことによるものです。 

次に、予算説明資料 47 ページ、予算書 70

ページの防災対策事業の５．災害情報等配信

事業ですが、この事業は、令和７年６月で計

上した事業を継続するものになりまして、ふ

だんお使いのテレビを活用して、防災無線の

内容など行政サービスをデジタル機器に不慣

れな方を取り残さないよう進める事業です。 

視覚障害のある方には無料で、令和６年度

まで実証実験モニターとしてお使いだった方

には有償で貸出しを行います。すいません、 

失礼いたしました。令和７年度まで実証実験

モニターとしてお使いだった方には有償で貸

出しを行います。 

次に、６．豊能町地域防災計画修正事業で

すが、平成 31 年４月に策定した豊能町地域

防災計画の修正になります。新型コロナウイ

ルス感染症対策や能登半島地震を踏まえた修

正など関連する法令の改正や、最新の施策等

を踏まえた修正を予定しています。予算内容

としては、業務委託料になります。 

○委員長（池田忠史君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。総務課、田村です。 

引き続き、総務課消防担当が計上しており

ます予算について御説明いたします。説明は、

前年度から内容に大きな変更のあった事業や

新規事業を中心に御説明いたします。着座に

て御説明させていただきます。 

予算説明資料 53 ページ、予算書 122 ペー

ジの消防広域化事業の１．消防広域化事業で

ございます。この事業は、平成 28 年度から

箕面市への消防事務委託により、消防広域化
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を図り、更なる消防力・救急力の強化と本部

機能を一つにすることによる効率的な運営を

目指すものです。令和８年度は、林野火災対

策用資機材の整備や消防車両更新整備事業な

ど予算化されておりますが、前年度に消防デ

ジタル無線の更新が終了したため、負担金が

約１億円減額となっております。 

次に、予算説明資料 54ページ、予算書 122

ページの消防団活動事業の４．小型ポンプ更

新整備事業ですが、この事業は、総務省より

無償貸与されている団本部車両に積載してい

る小型ポンプが 17 年の使用によりポンプ性

能が著しく低下したため、更新整備を実施す

るものでございます。 

次に、予算説明書 55 ページ、予算書 123

ページ、消防施設維持管理事業の１．消防施

設維持管理事業ですが、ときわ台地区の排水

管敷設工事による消火栓の２か所を整備する

ため、198万予算増額となっております。 

総務課所管事業の説明は以上となります。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

江﨑課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江﨑純史君） 

はい。行財政課、江﨑です。 

それでは、行財政課所管の予算につきまし

て御説明させていただきます。着座にて失礼

いたします。 

予算書の 63 ページを御覧ください。当初

予算説明資料は 57 ページとなります。財政

管理事業の業務委託料につきましては、89

万 1,000 円と皆増となっております。こちら

は、総務省の統一的な基準による財務諸表の

作成について、業務委託を行うものでござい

ます。 

続きまして、当初予算説明資料 59 ページ、

予算書の 64 ページを御覧ください。本庁舎

エレベーター機能維持事業につきまして、

404 万 5,000 円と皆増となっております。こ

ちらは、本庁舎エレベーターの機能維持のた

め、取替基準を超えている主制御盤を取り替

えるものです。 

続きまして、当初予算説明資料 60 ページ、

予算書の 65 ページを御覧ください。普通財

産活用事業でございますが、1,176 万 3,000

円と皆増となっております。町が所有すると

きわ台１丁目の旧吉川浄水場跡地を駐車場と

して舗装整備を行うものです。 

続きまして、当初予算説明資料 61 ページ、

予算書が 144 ページを御覧ください。公債費

償還事業ですが、元金につきましては５億

1,204 万 9,000 円で、前年度と比べまして

2,753 万 9,000 円の減でございます。主な要

因は、過去に借入れをした公債費の償還完了

に伴う減でございます。 

続いて、当初予算説明資料 62 ページを御

覧ください。予算書は同じページとなります。 

公債費償還事業（利子）につきましては

8,957 万円で、前年度と比べまして 5,676 万

4,000 円の増となっております。主な要因は、

小中一貫校施設整備に伴う起債と、令和７年

度に新たに借入れを行う地方債に係る利子の

増によるものでございます。 

続きまして、地方債の現在高について御説

明申し上げます。予算書の 158 ページを御覧

ください。一番下の行が地方債現在高の合計

の欄となりますが、左から２番目、こちらは

前年度末現在高の見込みの欄となります。令

和７年度末の現在高見込額となり、73 億

4,788 万 3,000 円となっております。そして

一番右の欄が令和８年度末の現在高見込額で

72 億 963 万 4,000 円と、前年度より１億

3,824 万 9,000 円の減となる見込みでござい

ます。なお、現在高見込みですが、こちらの

うち、約 57 億 2,000 万円が地方交付税とし

て措置される見込みでありますので、残りの

約 14 億 9,000 万円が実質的な町の負担額と

いうことになります。 
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歳出についての説明は以上でございます。 

続きまして、歳入について御説明申し上げ

ます。予算書 28ページを御覧ください。 

28 ページの款２の地方譲与税から 32 ペー

ジの款 10．地方特例交付金及び 33 ページの

款 12．交通安全対策特別交付金でございま

すが、こちらは、国の地方財政計画ですとか、

大阪府の交付金見込み率を参考に予算を計上

しております。なお、例年と異なるところが

ですね、ガソリン税の暫定税率の廃止ですと

か、あと自動車税の環境性能割、こちらが廃

止になりましたことに伴いまして、地方揮発

油譲与税、環境性能割交付金がともに減とな

っております。ただ、こちらの減につきまし

ては、地方特例交付金により減収補填がなさ

れるというふうになっておりますので、その

減収分を地方特例交付金のほうに積んでおり

ますんで、増となっております。 

予算書の 32 ページを御覧ください。款 11．

地方交付税でございます。１．普通交付税に

つきましては、基準財政需要額が増となるた

め、前年度より増額を見込んでおります。 

続きまして、予算書の 51 ページを御覧く

ださい。款 19．繰入金、項１．基金繰入金

でございます。当初予算説明資料の８ページ

に、各繰入金の充当先を記載しております。 

続きまして、予算書の 55ページから 57ペ

ージでございます。款 22 の町債でございま

す。こちらにつきましては、当初予算説明資

料の９ページから 10 ページに充当する事業

ですとか、交付税の措置率等を記載しており

ます。 

歳入の説明は以上となります。行財政課か

らの説明は以上になります。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

そうしましたら、税務課が所管しておりま

す予算につきまして御説明いたします。着座

にて説明させていただきます。 

予算書 72ページ、予算説明資料 63ページ

を御覧ください。大事業名は税務管理事業で

ございます。本事業は、税務事務全般に係る

事業といたしまして、一般事務費及び負担金

等の予算を計上しております。増加の主な要

因としましては、地方税共同機構に対する負

担金の増によるものです。 

次に、予算書 73 ページ、予算説明資料 64

ページ、町税課税事業でございます。小事業

名２のデジタル空中写真撮影等事業につきま

しては、３年ごとに固定資産税に係る家屋・

土地の現況調査のため航空写真を撮影し、画

像データとして活用をするものでございます。 

なお、小事業名３から５まではいずれもシ

ステム改修の費用で、それぞれ固定資産税及

び軽自動車税の納税通知を行うためのシステ

ム改修、地方税共同機構の提供しているシス

テムの改修に伴う住民税の課税支援システム

の改修、個人住民税の基幹系システムについ

て令和７年度税制改正への対応のためのシス

テム改修でございます。 

次に、予算説明資料 65 ページ、町税収納

徴収事業の増加の要因につきましては、滞納

整理のために金融機関等へ財産調査を行う際

の手数料、及び郵送の費用を計上したことに

よるものでございます。 

歳出の説明は以上です。 

引き続き歳入の予算について御説明いたし

ます。予算書 11 ページ、予算説明資料は７

ページを御覧ください。 

町税全体の予算額は、予算書 11 ページに

記載のとおり、15億 6,368万 3,000円です。 

各税目につきましては、予算説明資料の７

ページ、町民税につきましては、対前年

0.4％の減となっております。高齢化による

生産年齢人口の減少、税制改正の影響等を踏

まえて、法人均等割につきましては過去の実
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績から増を見込んでおりますが、差引き減の

見込みとしております。 

次に、固定資産税でございますが、前年度

より 1.1％の増としております。土地につき

ましては、地価の下落による減を見込んでお

りますが、家屋につきましては、新築や新築

軽減期間の満了によりまして 3.1％の増、償

却資産につきましては、減価償却による減を

見込み、合わせて全体としては増としており

ます。 

続きまして、軽自動車税につきましては、

税制改正により廃止される見通しの環境性能

割も含めて前年度の実績を考慮し増と見込ん

でおるものでございます。 

最後に、町たばこ税につきましては、健康

志向の高まりや喫煙者の減少等を考慮いたし

まして減と見込んでおります。 

説明は以上でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

これより質疑を行います。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

おはようございます。 

総合政策課 18ページ、予算書 65ページ、

お願いします。学校施設等跡地利活用検討事

業の件なんですが、前年度 23 万 5,000 円か

ら 539 万円へと大きく増額しています。理由

として、サウンディング調査を実施するとの

説明がありましたが、現時点でどのような利

活用の方向性を想定しておられるのか、説明

いただけますか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課の黒田です。 

学校跡地の利活用に関しましては、この令

和８年の２月のほうに、豊能町学校施設跡地

利活用に関する基本方針のほう策定いたしま

して、基本的な方針としては、民間による利

活用、あとは地域コミュニティによる利活用、

あとは複数の機能を持たせた複合的な施設の

利活用について検討をする予定にしておりま

す。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

おはようございます。林です。 

今の才脇委員の続きなんですけど、このサ

ウンディング調査のする時期というものは、

いつ頃からされるんでしょうか。４月からも

するとか。また、ちょっと今、何月ぐらいか

らしようかなと、この辺はありますか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

時期に関しましては、予算お認めいただき

ましたら年度始まってからですね、事業者の

ほう募集して進めていきたいと思っておりま

すので、なるべく早い時期には進めていきた

いなと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。おはようございます。 

これ、三つの小学校に対する予算なんです

けど、１校ずつ違う業者に頼もうとしている

のか、３校一緒に頼もうとしてるのか。もし

そうであるならばなぜそうなのか。 

別々のほうがそれぞれちょっと違ったあれ

が出ていいかなと私は思っていますが、そこ

の御説明をお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 
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はい。今回の予算で計上させていただいて

おりますサウンディング調査に関しましては、

西地区の３小学校全てまとめた形での調査を

させていただきたいと考えております。 

ただ、それぞれ学校によって活用方法とい

うのは変わってくると思うんですけれども、

その辺りは、企業さんにサウンディングをす

る中で、それぞれの学校でどのような利活用

の形がよいのかというのを進めていきたいな

と考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

これ１校ずつ違う業者に頼んだ場合ってい

うとこは何かしらこう、あれが問題が生じる

んだろうか。 

私は会社によっていろんな提案の仕方があ

ると思うんでね。１者だけってのはどうなの

かなと思ったけどそこのメリットってのは何

ですか。１者にだけお願いするっていうメリ

ット。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

こちらのサウンディング調査なんですけれ

ども、恐らく発注先といいますか事業者さん

に関しては、１事業者さんと契約をするんで

すけれども、実際サウンディングといいます

のはいろんな企業さんに、この例えば、吉川

小学校でしたらどういう利活用がいいか、東

ときわ台小学校でしたらどういう利活用がい

いか、光風台小学校にしたらどういう利活用

がいいか、というのをいろんな企業さんにサ

ウンディングをする形になりますので、いろ

んな企業さんから、お話を聞いていろんな御

提案をいただくという形にはなるかなと思っ

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

サウンディング調査をするためには、この

スキームをちょっと教えていただきます。例

えば、あるこの学校跡地で、スマート農業し

たいとかいう企業さんがおられるとしたら、

そういう人たちにはどういうふうに周知して

いくのか。サウンディング調査に当たっての、

このスキーム、どういった形で周知するのか

という企業さんにね。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

スキームといいますか、年度明けましたら

ですね、予算をお認めいただきましたら、年

度明けにですね、事業者を決定するんですけ

ども、そのときに事業者さんのほうにも、豊

能町としてこういう利活用がしたいとか基本

方針に基づいてのサウンディング調査になる

と思いますので、こういう形の町として事業

をしたいとかっていう形の希望を伝えたらで

すね、契約した事業者さんが、そういう例え

ばスマート農業でしたら、そういう感じの関

係する事業者さんにも声を掛けていただくこ

とは可能だと思いますし、その中で、農業で

したら農業をやってるような企業さんを呼ん

でいただいて、企業さんにそれぞれの小学校

で、農業として利活用ができるかっていうそ

ういう形でもサウンディングができるものか

なと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

サウンディング調査する会社があるという

ことですね。サウンディング調査っていうの
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は企業さんが、企業さんがこんなことしたい

っていうことを聞いてくる調査なんでしょ。 

その企業をどうやって見つけるのかっていう

のを。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。総合政策課、黒田です。 

町として契約する事業者さんは、いろんな

企業とネットワークとかを持っておりますの

で、そういう町が契約した企業さんのほうに

事業者さんのほうに、いろんな分野の企業さ

んにお声掛けをいただいて、その声を掛けて

いただいた企業さんに、それぞれの分野です

ね、農業ですとかいろんな学校ですとかそう

いういろんな分野の企業さんを呼んでいただ

いて、こちらのほうから利活用のほうが可能

かどうかっていうのをいろいろサウンディン

グをするという形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

声を掛けていただいて企業さんは誰が探す

の。声を掛けてもらえる企業さんは。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

それは町とサウンディングの契約をする事

業者さんが、その企業のネットワークを使っ

ていろんな分野の企業さんを呼んでください

という形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

サウンディング調査の企業さん、予算、次

年度決めていくということですけども、今ま

での経緯をほかの事業でも経緯を見てても、

何かこう一者しか来ないとかねそんな経過が

あるので、本当はこの学校利活用っていうこ

れからの豊能町のために、いろんな数者とい

うか、企業がうちはサイディングやります、

うちもやりたいですっていうようなね、そう

いう数者集まってもらえるような、そういう

進め方をしていただきたいというふうに思っ

てますんで、これは本当に力を入れてほしい

と思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

サウンディング調査の関連で質問します。 

年度初めから事業者を募集して取り組んで

いきたいってことなんですけども、あと昨年

より予算が増額になっていますが、この内訳

について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。令和７年度につきましては、特にサ

ウンディング調査とかではなくてですね、跡

地利活用の検討委員会の運営に関する経費で

したので、消耗品ですとか委員報酬とか組ん

でおったんですけれども、令和８年度に関し

ましては、この予算のですね 539 万円ですね、

こちらのほうが全て業務委託料になっており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

要望ですけどサウンディングね、抱えてる

企業も違うと思うんで、私は１者じゃなくて、

２、３者のほうがいいんじゃないかなという

ふうに思ってます。これは意見です。 

質問変えます。こっちなんですけども、一
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番最初の議会運営事業のほうで 100 万ぐらい

減ってますわね。これは議事録起こすために

大阪府のシステムを使うっていうふうな 11

ページのことですけども、これ全部システム

の大阪府のシステムを使うことによった減額

というふうに捉えていいですか。 

そのシステムを使うことによってこんなに

差があるならば、豊能町のこの大阪府に委託

したことによって、今度どこにその経費が増

えてるかちょっと分からないんです。 

それを併せて教えていただきます。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

議事録作成システムなんですけれども、議

会事務局で持っておりましたときの年間の予

算が 92 万 4,000 円。それで総務課に移しま

して、行政情報化推進事業の１．行政情報化

推進事業に科目が移りましたのでそこで 69

万 3,000 円で 23 万 1,000 円金額が下がって

おりますが、行政情報化推進事業のほうが予

算が上がってるんですけれども、その上がっ

てる理由なんですけれども共有ホルダーです

とかの容量がちょっと足りなくなってきてお

りますのでそこを上げたりですとか、セキュ

リティ上厳しく大阪府内で共同で運営してる

んですけれども、そこの回線とかの見直しが

５年たちましたのでありましたので、そこで

大阪府で一括で入札した結果ちょっと金額が

増えてる形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ごめんなさい。大阪府の予算っていうのは

何ページに出てくるの説明書の。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

失礼いたしました。予算説明資料の 44 ペ

ージ、行政情報化推進事業の１．行政情報化

推進事業になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

本当にこの学校の跡地利用が今後の豊能町

の 50 年を占うと言っても過言ではないかな

と思うんで、本当にまとめてっていいますか、

このまとめて依頼するメリットって何があり

ます。 

いや、サウンディングする場合はやはり参

加しやすいように条件を下げるというのは基

本かと思うんですよ。なかなか日本全国を見

ても、一気に３校が空くっていうところ少な

いんですね。統廃合して一つが空きます、そ

の一つをどうしましょうか、これでもなかな

か悩んでる、いいアイデアが出てこないとい

う中で、３校まとめてっていったら相当ハー

ドルが上がるのかな。それだったら募集のと

きは、１校の募集でここでこういうことをし

たいという人も来てくださいね、まとめてで

も提案を受入れますよってまとめることで、

いろんな相乗効果ですごいいいアイデアが出

てきたらそこを採用したらいいし、別にそこ

は最初からまとめてっていうことをハードル

上げる必要はないんじゃないですか。 

それぞれの学校で、この三つの学校があり

ます、それぞれ募集をかけて全然まとめてく

れてもいいですよみたいな募集の仕方のほう

がハードルが下がって企業さんも参加しやす

くなると思いますけど、そこは募集の運用の

方法のところなんですけどそういう考えはな

いですか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 
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○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

今議長おっしゃいましたようにサウンディ

ング調査をする際にはですね、３校まとめて

の提案という形で想定しているんではありま

せんで、それぞれ吉川小学校だけの提案でも

結構ですし、ほかの３小学校それぞれ提案い

ただけるのであればそれでも結構ですしとい

う形で、企業さんによって、小学校ごと一つ

でも結構ですし三つでも結構ですという形で

そういう形でサウンディング調査は行ってい

きたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

おはようございます。総合政策課、山内で

す。よろしくお願いいたします。 

学校跡地のサウンディング調査ですけれど

も、今回予算計上させていただいております

のは、サウンディング調査を行う業者を委託

費を上げさせていただいております。 

そこの業者のほうが町と一緒になって３小

学校を利活用できる事業者さんに広くどうい

う利活用できますかというところの意向確認

といいますかどういう利活用できるかってい

うのを会社のほうにいろいろ広報しまして、

その会社のほうから町のほうに、こういう利

活用できますというところで提案いただくっ

ていうところになりますので、今回の予算で

町がどういう事業をしていくかというのを決

定するための予算ではないというところで、

サウンディングの委託料というところでお願

いしたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

なぜ１者のところにまとめてそこの交渉を

するかということです。それぞれ得意分野が

あるかと思うんですよ。それぞれの企業がサ

ウンディング調査をする企業がいろんなとこ

ろの企業のネットワークありますよね。そこ

の企業がいろいろと特徴があるんじゃないか

と思う。 

何が嫌かって、ＯＺ１みたいに全部丸投げ

っていうのはすごい嫌なんですよ。そこが全

部を差配して、ここに任してここへこれはこ

うでっていうのはそこがすごい怖いんで、だ

から調査会社にそれをプロデューサーみたい

な会社ですよね、簡単に言うと。そこからい

ろんなどの監督でどれをつくってもらおうか

っていうのを差配してもらうかと思うんです

けど、そこの段階でも、ある程度特徴が出る

と思うんですよ。プロデューサーによっても

全然配役変わりますからね。そこの得意な好

きな役者がいたりとかで全然変わりますから、

そこをもう最初からそこにあげてしまうとも

うその色になりますよ。 

ある程度そこら辺は、もうちょっと町の方

針というかを明確にして、そこの各サウンデ

ィング調査をされているところが日本全国で

されてると思うんですよ。そこで、農業関係

に強い、こういう面白いことを取り組んだ企

業だなとか、ここでは企業誘致で取り組んだ

企業だなという実績があるんで、そこを配慮

した上で、各３校あってもいいんじゃないで

すか。サウンディング調査の会社だって。こ

こは農業関係の企業でいっぱいパイプ持って

るよねとか、ここは企業といろんな工場誘致

とかには強いよねとか、多分特徴がすごいあ

ると思うんで、だって人が差配するんだから。 

そこら辺の対応を実際可決されましたらそ

ういうふうなことを考えてもらいたいという

ところ。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 
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このサウンディング調査の業者を決めると

きにもやっぱりどういった実績があるかって

いう業者もちゃんと確認してから選ばないと

いけないと思っております。 

サウンディング調査、例えば道の駅も今や

ってるんですけれども、こちらのほうも公募

をしまして、どういったところでどういった

サウンディング調査の事業をやってますかっ

ていうところもプレゼンをしていただいて、

その内容を確認して町の意向と合うような事

業所と選んでサウンディング調査を道の駅も

やっておりますので、そういった形で計画、

跡地のほうも進めていきたいと思っておりま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

本当、林委員じゃないですけどしっかりと

もう、もうすごい大切な財産ですのでしっか

りサウンディング調査をお願いします。 

次の質問いいですかね、公共施設再編整備

事業なんですけど。これこの前の議員総会の

ときは東地区公共施設再編工事に係る実施、

これは東西って書いてるけど間違いですね、 

この 18 ページの説明資料は。東西それぞれ

の地区の再編を進めると書いてますけど東地

区ですね。はい。 

では、現時点でスケジュールどおりに動い

てるかどうか、ちょっとまとめて聞いてよろ

しいですか。現時点でのスケジュール。そし

て約１億 1,000 万円の特定財源の内訳。８年

度に実施する具体的な事業内容。それとこれ

この世界情勢でまた資材いろいろなものが高

騰すると思いますけどその辺どのように対応

していくのか、 

この４点、お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

まずですね、こちら特定財源のほうなんで

すけどもこちらは全て起債のほうになってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

あとですね、スケジュールのほうですけれ

ども、現在この東地区の公共再編施設の建設

に係る実施設計業務ですけれども、実施設計

業務のほうが一応８年度末までですね、令和

９年の３月 31 までという形で進めておりま

す。その間にですね建物の実施設計業務のほ

うを決めましてですね、概算工事費ですとか

その辺りが決定いたしましたら来年度どこか

の段階で補正予算を上げさせていただいて、

また別途建設工事のほうをしていくような予

定になっております。 

ですので、今回、令和８年度予算で上げさ

せていただいております実施設計業務につき

ましては、令和９年の３月 31 日までが契約

期間となっております。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

太西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。おはようござい

ます。 

世界情勢に対応するために何か、どういう

ようなことを考えておられるのかというとこ

ろですけれども、確かに基本設計と実施設計

を分けておりますとですね、基本設計が出来

た段階で実施設計移っていくと、その段階で

この基本設計に従って実施設計をしていくと

いうことなると、この物価上昇とかそういっ

たことはなかなか考えにくい状況にあると思

います。 

いろんな事情を含めましてですね、基本設

計と実施設計の事業者を一緒にしております

ので、そこはある程度上限価格というものを

こちらで想定しておるところは財政状況も含
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めて想定しているところがありますので、そ

れに合わせた柔軟な実施設計ができていける

んではないかなというふうに考えておりまし

て、ちょっとこの世界情勢、毎日変わってお

りますので、大きく変わる場合はやむを得な

いケースもあるかも分かりませんが、そこは

ある程度柔軟に対応していけるんではないか

なというふうに考えておるところでございま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ほんの半月前に、こういう事業者さんとお

話しすることがあったんですけどね、半月前。

この世界情勢の前ですけど、その事業者さん

ももう２か月先のことが全く分からないと。 

もうすごい高騰していってるから、だから怖

いとおっしゃってました。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい、林でございます。 

その続きの５番の町政施行 50 周年記念行

事で 660 万が予算で上がってるんですけれど

も、50 周年ということで非常におめでたい

というふうに思いますが、それに当たりまし

て、どのような内容で今考えておられるのか

伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

こちらは予算としまして 663万円計上させ

ていただいてるんですけども、この中にはで

すね 50 周年を令和９年度に迎えますので、

それに向けて町政要覧といいますか町の概要

とかこれまでの歴史なんかをですね掲載した

町政要覧のような冊子を作成するのと。あと

は町のＰＲ動画、こちらのほうの作成と、あ

とは 50 周年に向けて機運醸成を図るために

ですね、記念のロゴマークを作成しようと思

っておりましてその辺りの募集ですとか、あ

とその辺りに係る経費を主に計上しているも

のです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

ロゴマーク作成する、募集かけるというふ

うに思うんですけども、とよのんとかありま

すんでね、いろいろともっとこう、もっとっ

て言ったら申し訳ないんですけども、にぎや

かな 50 周年の記念になるようなものをです

ね、つくり上げていただきたいというふうに

思います。ＰＲなども町民の皆様にしっかり

とＰＲしていただいて、豊能町でこれからや

っていくんだっていうところをですね、また

しっかりと訴えていっていただきたいなとい

うふうに思いますし、何か今お聞きしてると

普通に冊子をつくってっていう、何かどこで

もありそうなこと雰囲気でね申し訳ないんで

すけども、660 万かけるんであれば、何かま

たちょっとインパクトがあるようなものも考

えていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

今のこの 663万、内訳ともう１個、このロ

ゴマークというのをどのような使い方される

のかなと。これから豊能町の未来に向かって。  

ちょっとその説明をお願いします。三つほ

ど言ってたかな。内訳をお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 
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はい。こちらのほうはですね、全て内訳と

しましては業務委託料で組んでおるんですけ

れども、そのうち、町政要覧ですとか動画の

ほうの作成の費用として一応 583 万円を見込

んでおります。 

残りの予算につきましてはロゴマークの作

成ですとか、そのロゴマークのほうはですね

年度始まって公募をかけてですね、公募して

出てきたものの中からロゴマークを決定して

いくんですけども、その決定をするお披露目

といいますかね、そういうものをするために

ちょっとしたプレイベント、50 周年のプレ

イベント的なものを予定をしておりまして、

それと合わせたものが残りの 65 万ですかね、

というか 80 万ですね 80 万円という形になっ

ております。 

ロゴマークのほうはですね、実際に町制施

行 50 周年を迎えるのが令和９年度になりま

すので、令和８年度中にロゴマークを作成し

まして、それをいろんなところでＰＲですね、

広報ですとかもちろんホームページもですし、

いろんなポスターとかそういったものにどん

どんどんどん周知をしていって町民の皆様に

令和９年度が町制 50 周年で必要ということ

をお知らせをするために、８年度はロゴマー

クの作成していって機運醸成を図っていきた

いというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっとずれてるのか知らんけど、ロゴマ

ークってそんな効果ありますかね。どんなも

んなのかちょっとイメージがつかないので。

もうこれに 60 何万だったかな、こういう例

えばどこどこの町はこうでしたっていうのが

あったらちょっと参考までに教えてください。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

ほかの市町村のほうでも実際にロゴマーク

をちょっとつくっておられるとこが結構多く

てですね、例えばちょうど豊能町でしたら

50 周年ですので、50 という数字を入れたロ

ゴマークをつくってくださいとかそういう形

で、ちょっと 50 周年ということが分かりや

すいような形でロゴマークを作成して、それ

を例えば町の封筒とかも含めてですねいろん

なところにロゴマークを入れていって、住民

の方はもちろんですけども外にも発信して、

豊能町が町制 50 周年ですよ令和９年度に町

制 50 周年を迎えますよということを周知し

ていくという形でしていけたらなと思ってお

ります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

具体的に申し上げますと、兵庫県の猪名川

町さんですとか、そういったところが、猪名

川町さんも去年ですかね、ちょうど周年事業

やっておられましたので、そのときにも登録

ロゴマークなんかを作成しておられました。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

ちょっと確認したいんですけども、ここの

町制 50 周年記念事業ということなんですね、

先ほどから出てますけども、やっぱりこの

50 周年の記念事業ということをするに当た

って周知の方法、やっぱり知らなかったとか

何かよく分からないとかいう形にならないよ

うにやっぱ広く周知してほしいと思うんです

けども、どのような周知方法、今お考えなの

か伺います。 
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○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。50 周年に向けた周知のほうなんで

すけども、今、先ほど申し上げたロゴマーク

を使っての周知はもちろんですけれども、実

際、令和９年度に 50 周年を迎えますので、

50 周年を迎える令和９年度には、またいろ

んな周知をしていきたいなと思っておるんで

すけども、今現在ではロゴマークを使って、

広報ですとかホームページですとか町のいろ

んな冊子とかですね、あとはいろんな住民さ

んがやられるイベントのほうにもそういう町

が町制施行 50 周年ですよというような形の

パートナー事業者なんかを募集しておられる

市町村もありましたので、そういうことも含

めてちょっと検討していきたいなと考えてお

ります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

583 万で町政要覧つくるって言ったかしら。

この前つくったのは何年ですか、これ町政要

覧。豊能町はそれを度々出してきた歴史があ

ったのかな。10年とか 20年とか 30年とか。 

ちょっとそこをお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。前回ですと町制施行 40 周年ですね、

平成 29 年に同じような形で町政要覧と動画

なんかを作成をしております。 

以上です。 

はい、その前も作成しております。 

○委員長（池田忠史君） 

これちょっと私から今ここの内容で確認な

んですけど、これ要覧、ＰＲ動画、ロゴ等々

ですね、言ったら来年の本番に向けての気運

醸成っていうことだと思うんですけれども、

これ早く始めていかないと、実際、もう来年

にこれをやるんだったら来年の予算でいいん

じゃないのっていう話になってしまうので、

できるだけ早い段階で、もう 50 周年のアピ

ールをしていかないと駄目だと思うんですけ

ど、どんなスケジュール感なんですか。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

町制施行 40 周年の時を参考にしますとで

すね、大体記念式典のほうが秋頃に実施をし

ております。 

今回町制 50 周年の際も秋頃に、令和９年

の秋頃にそういう式典とかを実施すると仮定

すると、ＰＲ動画とかですね町政要覧なんか

もそうなんですけども、実際取材というのが

必要になってくるんですけども、取材のほう

も１年を通してですね、春・夏・秋・冬、四

季を通して取材をしていただいて、作成をし

ていくことが必要になりますので、そういう

ことも考えますと、令和８年に入ってですね

すぐに事業者を募集をして、１年間、取材を

できるような期間を確保するような形で進め

ていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ということは、これ例えば動画はこの１年

間で作成して、そのＰＲはもう実際来年度の

４月から９月までの間で使うっていうことに

なる、今の説明だということになるんですけ

ど、そういうことでよろしいですか。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

そうですね、動画とかですね要覧に関しま

しては、１年をかけて取材をして作成をして

いきますので、実際には９年度に、実際には
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動画のほうも出来てそれでＰＲをして要覧な

んかも９年度に配布をしてＰＲをしていくと

いう形になりますですね、８年度中は、ロゴ

マークの作成のほうは８年度中に公募をして

ですね決定をしますけれども、そのほかの要

覧とＰＲ動画につきましては、９年度にＰＲ

をするような形で使わせていただきたいと思

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ということは、今年度はロゴマークでＰＲ

をしていくっていうことでよろしいですね。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。８年度に関しましてはロゴマークを

作成してですね、それをお披露目をするよう

な形のプレイベントをどこかの時点で実施を

してですね、そこからロゴマークをどんどん

どんどん広めていって、ＰＲ、周知のほうを

したいと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君）1：42：04 

これね、50 周年を迎えて町が一生懸命盛

り上げようとしてるんだけども、町だけじゃ

なくてやっぱり住民にも広げていかなくちゃ

いけない。それってのは、どんな方法か何か

考えているのかな。いるかいないかだけで結

構なんですけども。 

いろんな団体もある、豊能町 50 周年を迎

えてこういう盛り上げていこうという、そう

いった機運まで町は考えてるのかな。 

単にロゴマークをつくりました、50 周年

ですって広げてみたところであっそうかと。

町制要覧を私も何冊か持ってますけども、あ

あそうなのねぐらいのところで終わってしま

うんだけども、住民に対してはどういうふう

に周知といっても大事だけど、一緒に協力し

てもらうって意味では何か考えてんですかこ

れ。予算には入ってないと思うけど。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。もちろん住民さんのほうにもですね

どんどんどんどん住民さんにも一緒に入って

いただいて、つくり上げていけていけたらな

と考えておりますし、ロゴマークのほうもで

すね実際公募してですね、決める段階で例え

ば投票なんかで住民さんにも入ってもらって、

投票制度とかというのも検討していきたいな

と思っておりますし、８年度に実施する予定

にしておりますプレイベントに関しましても、

町の中でいろんな活動をしていただいてる団

体さんございますので、そういう団体さんに

も入っていただいて、プレイベントのほうも

実施していくような形で検討していきたいな

と思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ＰＲの広報の仕方っていうのを本当に財政

難の豊能町ではいろいろ考えたほうが本当に

いいと思いますよ。何かとよのんもそうです

けど、何か持ってはいるけど全てが中途半端

な感じでそれがあるから何かどんな効果が得

られるかっていうのが全く見えてこないけど、

ただ 30 年、40 年やりましたけどすごい効果

感じてますか。ただもう 30 周年を迎えまし

た、町内だけでおめでとうございますぐらい

の感覚でしかないんですけど、過去の周年事

業を見て、これくらいすごかったなっていう

感覚は皆さん持たれてますか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 
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○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。前回と比べてということなんですけ

ども、今回の町制施行 50 周年に関しまして

はですね、ほかの自治体もやっておられるん

ですけども、住民さんにもですね 50 周年の

記念イベントを実施するメンバーなんかにも

入ってもらってそういうものを組織を立ち上

げてやっておられるとこもありますので、50

周年記念事業に関しましては、住民さんのほ

うにもですね入っていただいてですね、住民

さんと一緒につくり上げたと思えるような形

の記念事業にしていきたいなと考えておりま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

することは全然、内部の話、住民に対して

だったら一つありかなと思うんですけど、対

外的な感じでいくと、これをＰＲしたところ

でっていうのはあるんですよ。というのは

50 周年で大阪府下の市町村の中ではかなり

短いほうなんで。ほかのところは 100 何十年

とか 7、80 年のところがほとんどなんで、な

かなか 50 周年でもどうなのかなというとこ

ろあります。 

それで、ちょうどいつも要覧つくるんです

よ。ちょうど僕 30 周年のときにもちょうど

そのときに、えっ紙要るのっていうことを質

問させてもらってます。ＤＶＤとか配るんじ

ゃ駄目なの。ちょうど高木課長がお答えいた

だいたんです。それでも紙は要りますと。 

20 年たって紙の需要っていうものが相当

かかるんであればもう減らすとか。なかなか

本当に持ってるだけでそんな何かねえ、前半

は同じようなものが続くんですよどうしても。

そしたらもう今の時代だと、ホームページの

中でその動画をずっと流れるようにするとか、

いろいろ工夫の仕方ってあると思うんですね。 

もう冊子をつくるというところからいろんな

ところがペーパーレス、ペーパーレスって言

ってる中で、やっぱり行政は何とか計画でご

っつい冊子つくるんですよ。そこら辺も本当

に何部かつくりたかったつくったらいいけど、

ホームページの中でそういうのを動画で流す

っていうのが一つできるようになりましたか

ら、前よりも発信方法って格段に幅広くなっ

てますから、それは運用の段階でもうちょっ

とそこら辺の用途等なりは考えていただけた

らなと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

今の議長から御指摘いただきましたように

ですね方法ですね、こちらのほうもですね町

制 40 周年のときはですね、ページ数としま

して 40 ページぐらいの冊子をつくっておっ

たんですけども、今回はそういう動画でＰＲ

とかもできるということでページ数も半分の

20ページぐらいの想定で考えております。 

また、町政要覧の中でもですね、ＱＲコー

ドなんかで動画に誘導できるような形の作り

方もしていきたいと思っておりますし、また

冊子でつくることに関しましても、例えば町

外にちょっとイベントで行ったりするときに

ですね、豊能町ってこういうところですよっ

ていうことの紹介なんかにも使えたらなと思

っておりますので、そういうもので紙として

も作成していけたらなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

21 ページの地域の魅力創出事業なんです

けども、これほぼ 1,600 万、金額変わらない

んですが、内訳も変わらない。 
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ていうのは、多分これ吉川のツムギバのこ

とかなと思ってんですけども、事業は前回も

やってるから中身が違うんじゃないかなと思

って聞きます。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。こちら地域の魅力創出事業のですね、

こちら予算のほうが 1,607 万 4,000 円という

形で計上させていただいておりますが、この

内訳としましては、負担金のほうが 1,362 万

8,000 円になります。その 1,362 万 8,000 円

が二つの負担金で構成をされておりまして、

一つが地域活性化起業人制度の負担金が 790

万円。そして残額 572 万 8,000 円、こちらが

吉川地区のにぎわい創出及び活性化負担金と

いう形になっております。エイチ・ツー・オ

ーリテイリングと協定を結んで今年度も実施

しておりますけどもそちらのほうの負担金が

572万 8,000円でございます。 

そして残り、補助金のところは補助金 100

万円計上させていただいてるんですけども、

こちらがにぎわい事業補助金ですね、町内の

活性化に資するようなイベントをしていただ

いた団体さんにお支払いする補助金のほうが

100 万円。残りに関しましては、東ときわ台

のオアシス内にある店舗のほうの物件使用料

ですとか、あと光熱水料費などが残りの金額

になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

まずその負担金 2,362万、このツムギバは

エイチ・ツー・オーのあれかな、関係かしら。 

これは、前回と中身で金額同じですか。委

託する場合、ちょっと違いを教えてください。 

 事業ちょっと進んでるように見えるし、減

ってるのかな。ただ金額同じ見えるからどう

なのかなという意味の質問ですので。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

こちらのですね、吉川地域のですねにぎわ

い創出及び活性化負担金のほうは、令和７年

度に比べて 57 万 2,000 円の減額という形で

予算計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

吉川のほうでいろんな施設３棟ぐらい建て

るかな、そうですね。この経費ってのはこの

中に入ってんですか。どこに出てくるんだろ

うか。それをお尋ねする。 

それと、負担金じゃなくて、地域起業人

790 万これ人件費かな。この説明と民間企業

の社員を一定期間受け入れってことは豊能町

に勤めてもらうってことをお尋ねします。 

３点あるかな。 

○委員長（池田忠史君） 

  黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。今、いただいた質問ですけれども、

まず今、旧吉川住宅の跡地でやっております 

ツムギバですね、こちらのほうは、この吉川

地区のにぎわい創出で活性化負担金のこの予

算のほうには入ってはいないものでございま

す。 

あとですね、地域活性化起業人制度ですけ

ども、こちらは 790 万円計上しておりますけ

れども、そのうち 590 万円が実際に企業から

来ていただく分の人件費で、残りに関しまし

てはその準備費とかですねそういったものに

なっておりまして、こちら交付税措置の対象

となっております。 

企業から来ていただくという形なんですけ
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ども、こちらはもう令和８年４月からを想定

しておるんですけども、実際に企業の職員さ

んが企業の職員の身分を持って、こちらの豊

能町の役場のほうで勤務をしていただくとい

う形を想定しております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

去年もその予算とってますよね。実際来て

ました、去年。 

お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。こちら地域活性化起業人なんですけ

ども、こちらの令和７年度もですね予算計上

をさせていただいておりました。そちらのほ

うはですね、令和６年度のほうからですね、

企業さんとですね、派遣していただける職員

さんがいらっしゃるかどうかという調整をず

っとしておったんですけれども、結局企業さ

んのほうから派遣していただける職員さんの

ほうがちょっといなかったということで、令

和６年度に調整しておりました企業さんとは

ちょっと調整がつきませんでしたので、来て

いたことができませんでした。 

令和７年度に入りましてからですね、また、

総務省のですねホームページとかで豊能町で

地域活性化起業人ですね、募集していますと

いうような形で、総務省等のホームページも

上げたりして募集をした結果ですね、また、

別の企業さんが豊能町に地域活性化起業人を

活用してですね、職員を派遣したいというこ

とで手を挙げてくださった企業さんがいらっ

しゃいましたので、その企業さんといろいろ

調整をしてまいりまして、この令和８年４月

からですね来ていただけるような形に調整が

ほぼ整ったという形になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

私の勘違いかもしれませんけども、吉川の

ほうの事業とは関係ないんですね。そこは一

緒になってたけど違うんですね、はい。そこ

の確認と、それとですねこの今説明ありまし

た内訳の吉川の負担金の 572 万ってこれ何の

どのような内容の負担金なのか。お尋ねしま

す。それと建物は違うって言ってましてねあ

そこ建ててる。これは建設のほうに入ってく

るのかな。 

何点かな、３点の確認と説明をお願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

このにぎわいの負担金ですけれども、地域

活性化起業人制度の 790 万と、あと地域のに

ぎわい創出負担金の 572 万 8,000 円は、別の

事業になっております。 

地域活性化起業人制度のほうは、来年度４

月から企業の方の職員が来ていただくような

予定となっておりまして、地域のにぎわい創

出負担金は、今、令和６年度からエイチ・ツ

ー・オーリテイリングと協定を交わして、妙

見口の駅周辺の活性化というところで事業を

やっていただいております。７年度について

は 630 万の予算でしていただいてるんですけ

れども、駅の本屋さんであるとか、タイニー

ハウスの阪急阪神不動産を連れてきていただ

いたりとかで、そこの 630 万円は、ツムギバ

の費用というのは入っていないです。その費

用は企業さんのほうで負担するというところ

で町からの支出はありません。エイチ・ツ

ー・オーとの協定の間で、そういうにぎわい

づくりの企業さんを連れて来ていただくとか、
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そういった豊能町の妙見口、こういういいと

ころですよというようなところで企業さんに

いろいろ見ていただいて、企業さんが何かで

きるかっていうところで、今回ツムギバって

いうところ、阪急阪神不動産にしていただく

という形になっております。 

来年度についても、572 万 8,000 円の予算

ですけれども、その中で妙見口周辺で何かで

きないかというところで、今、エイチ・ツ

ー・オーのほうには考えていただいておりま

して、吉川小学校が廃校になりますのでまた

そういった利活用も含めて、何かイベントで

きないかというところで、今、エイチ・ツ

ー・オーとは話を進めているところになりま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

分かりました。ちょっとごちゃごちゃにな

ってたとこあったんです、整理させてもらい

ました。 

それともう１個、東ときわ台のあそこ事務

所かな、これ 200 万かな、残りって言ったら

200 万ぐらいなる、計算間違いしてるかもし

れないけど、１か月に１万近いのかな。閉め

てること多いですよね。あれ町としてはどの

ような活用方法考えてる、こちらも助かって

る部分ありますけども。どんな活用方法を考

えてるのかお尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。こちらですね東ときわ台のショッピ

ングセンター内の部屋の使用に関してですけ

ども、こちらは光熱水料費と使用料、物件使

用料のほうで、およそ 150 万ぐらいのほう、

経費を計上させていただいております。 

こちらですけれども、７年度はですねちょ

っと打合せに使用したりですね、トヨノノレ

ポーターの活動場所でのほうで使用させてい

ただいてたんですけども、８年度に関しまし

てはですね、さらにちょっと利用、広げてい

きたいなと考えております。ただこの辺りは

これまでは総合政策課だけで利用するような

形が多かったんですけども、こちら町内とい

いますか、町の中、町の各課にもですね利用

を広げるような形でですね、会議や打合せ等

でも使っていくような形でまずは検討してい

きたいなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員 

○委員（才脇明美君） 

民間企業、例えばどんな種類の企業を考え

ておられますか。 

○委員長（池田忠史君） 

どこの何の部分ですか。 

○委員（才脇明美君） 

起業人。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。この地域活性化起業人制度のほうな

んですけども、実際に具体的に考えておりま

すのは、ふるさと寄附のですね返礼品のです

ね新規開発ですとか、またそれを使った観光

とかですねそういったことに利用していきた

いなと考えておりまして、実際に８年の４月

から来ていただく企業さんに関してもそうい

う食なんかをメインにしたですね、企業さん

に来ていただく予定になっております。 

そういう企業さんからの社員さんに来てい

ただいてですね、その方に例えば観光なんか

とも連携しながらですね、どんどん豊能町の

食、例えば志野の里とかですね、町内の農家
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さんのほうとどんどんですね、連携をとって

いただいて、ふるさと寄附の返礼品ですとか

豊能町としての特産品なんかを開発していっ

ていただくようなことを予定をしております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

暫時休憩いたします。 

再開は 11時 20分からといたします。 

  （午前 11時 08分 休憩） 

  （午前 11時 20分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

先ほどからの継続ですね、総務部に関して。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

地域公共交通維持管理事業についてお尋ね

します。22ページ。 

本町では地域公共交通の維持のために、今

回も約 3,600 万円の補助金が計上されていま

す。交通事業者への支援ですが、今回の予算

が減額されています。減額の理由、そしてま

たこの補助の具体的には、どの路線を対象に

しているのか。 

お答えください。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今回令和８年度予算のほうで補助金

のほうですね 3,600 万円を計上しております。

3,600 万円で前年度から 500 万の減となって

おるんですけれども、こちらのほうは、阪急

バスの減便によるものが大きな割合を占めて

おります。 

この 3,600万円の内訳としましては、阪急

バスの豊能西線に対する補助金が 1,600 万円、

こちらが７年度は 3,500 万円でしたので、大

きく減っております。そしてデマンドタクシ

ーに対する補助金のほうが 1,150 万円。そし

て東地区で阪急バスの廃線によってですね、

影響を受けた地域に対する定時定路線の実証

運行に対する補助金が 800 万円。あと阪急バ

スとかですねデマンドタクシーのお試し乗車

券を配布することによる利用促進に関する補

助金が 50万円という形になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

定時定路線東地区の入れていただいて、敬

意を申し上げます。 

そしたらこの交通のこの予算の中での 800

万円、実証運行は、これはいつ頃の実施の想

定となっているのか。予算が成立しましたら

ね、いつ頃の想定かということをお願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

こちらはですね予算のほうですねお認めい

ただきましたら、こちらの事業者のほうは、

京都タクシーのほうと事業者と想定している

んですけども、京都タクシーのほうと協議の

ほうしましてですね、夏頃からの運行を予定

をしております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

これ 22 ページをこれ見てましたらね地域

公共交通促進事業なんですけどね、これ様々

な施策がこれ計上されていて、これ今後この

豊能町でこれをそのまま継続していく、どう

いった形で公共交通をこの体制ですね、体系

を維持されていくのか、構築されていくのか、

今お答えできますか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 
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○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。総合政策課、黒田です。 

今回予算説明資料でもですね構成事務事業

として五つ挙げさせていただいております。 

今回は５の事業のほうが新規事業となって

おりまして事業のほうも増えておるんですけ

ども、こちらはやっぱり運転士の確保、運転

士不足とかですね、あとは等の関係もありま

してどんどん交通、阪急バスなんかも減便に

なっておりまして、豊能町にとりましてこの

交通問題がかなり重要な課題だと認識してお

りますので、その辺りで住民さんにもまずは

乗っていただいたりとかですね、そういう利

用促進なんかをどんどんどんどん今後もでき

る形で進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

今のこの 22 ページのですね、４番、５番

新しく予算を組まれてるんですけれども、４

番目の部分ではどのような対策をとられてい

くのか。そして５番目の分には、どのような

設備の更新をされるためにこの予算をとられ

たのかお伺いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。４番の地域公共交通運転士確保対策

事業ですけれども、先ほども申し上げました

ように、運転士不足というのがかなり深刻な

問題となっておりますので、こちらの事業の

ほうに関しましては、地域公共交通の維持確

保のためですね、新たに地域公共交通事業者

に就業した方、今回はバス・タクシーという

形で書かせていただいておりますけれども、

こちらの方を支援するための事業というふう

に認識をしております。 

そして５番の鉄道安全輸送設備等整備事業

ですけれども、こちらは豊能町域を運行する

地域鉄道事業者である能勢電鉄の安全を確保

するために実施するもので、線路ですとか車

両ですとか信号保安設備等の更新に対して補

助金の交付を行うものです。 

以上になります。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

バス、そしてタクシー会社の運転手の就業

された方に補助金を交付されるということな

んですけれども、それはもう阪急バスだった

ら阪急バスさん、京都タクシーだった京都タ

クシーさんがもう、町からは何かこう運転手

の募集をかけるとか、そういったアクション

は起こさないんですかね。どうでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

こちらですね、もちろん阪急バスですとか

京都タクシーさんですとか交通事業者さんは

もちろんのことなんですけども、町でもです

ね、ハローワークのほうで実施しているよう

な運転士の確保するようなセミナーとかです

ねそういったものにも一緒に参加をしたりし

てですね、実際に連携をして取組を進めてい

るところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

同じ 22 ページですけど、５の能勢電鉄が

行う安全対策、信号とかおっしゃってました

けど、最初の説明、新規事業と言わなかった

かな。ということは、このあとこういう形で

ずっと続いていくのかな。もう１個分からな
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いのが国と連携して補助金の交付を行う。国

は国で別途、能勢電に直接払うっていう意味

かしらこれ。町通さないで。まずそこの確認

です。 

それとですね、１番のところ、さっき才脇

委員の質問の中で、お試し券がここに入って

んだなと思ったんですが、50 万円とおっし

ゃった。50万円で全所帯 8,000件。計算する

と私の計算がまずいのかもしれない、何十円

の世界なんだけども。どういう計算に基づい

て予算立ててるのか、その配布方法も教えて

ください。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

まず、鉄道安全輸送設備等整備事業ですけ

れども、こちらは能勢電鉄がですね、令和７

年より地域鉄道になったことにより、安全な

鉄道輸送を確保するために行う安全性の向上

に資する設備の更新についてですね、国の支

援を受けられるようになりました。国の支援

を受けるために、能勢電鉄生活交通改善事業

計画、これが令和８年度から 12 年度までの

ものなんですけども、これを策定してですね、

これ能勢電のほうがですね、補助金申請を行

うという形になります。それに対しての国の

補助があるんですけども、それと協調した形

で町も補助をするという形で予定をしており

ます。 

そして１点目ですね、地域公共交通維持確

保事業の利用促進施策のほうの 50 万円とい

うことなんですけれども、こちらお試し乗車

券ですねお配りするんですけれども、この利

用促進施策の 50 万円というのはですね、実

際に対象は、阪急バスのですね、東能勢線と

北大阪ネオポリス線のほうに係る部分を予定

をしておりまして、実際に豊能西線とかです

ね、箕面萱野線であったりとかですね、あと

はデマンドタクシーのほうに関しましては、

さきに御説明をさせていただきました、阪急

バスの豊能西線の補助金 1,600 万円の中に入

っております。デマンドタクシーのお試し乗

車券に対する分につきましても、このデマン

ドタクシーの補助金の中に含まれております。 

利用促進施策の 50 万円に関しましては、

バスでいうと豊能西線、西地区ではなくて東

地区のほうで運行している東能勢線と北大阪

ネオポリス線に係るものが 50 万円という形

になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。こちらのほうはですねと、もう全戸

配布という形で広報に同配という形で配布し

ようと予定をしております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

地域の広報の中に全部入れるっていうこと

ですね、豊能町全域じゃなくて。8,000 世帯

全戸配布すんの。それと１件当たり幾らなの

か教えてください。それともう一つ見つから

ないんで。 

それとですね、さっきの５番の確認なんで

すけども、能勢電が地域鉄道となったから国

が補助金出すことになったということは、こ

の 105 万 7,000 円ってのは、国の補助金に合

わせた金額ですか。能勢電からこういう、こ

の金額ですって言われるのかな。国の補助金

に合わせて町の補助金が自動的に出るものか

どうかお尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 
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総合政策課、黒田です。 

はい。お試し乗車券のほうなんですけども、

こちらは阪急バス用に２枚で、デマンド用タ

クシー２枚というふうな想定をしておりまし

て、こちらのほうをですね、広報とよのに全

戸配布という形で配布をしようと考えており

ます。ただ、実際に利用された分だけが、こ

ちらの先ほど申し上げた補助金のほうにはね

返ってきますので、実際に利用割合のほう、

ある程度見込んで予算のほうを計上しており

ます。 

５番の鉄道安全輸送設備等の整備事業のほ

うですけれども、こちらは、国の実際に令和

８年度でしたら、令和８年度にこちらは山下

駅のほうのですね、設備のほうの更新に係る

分に対する豊能町の負担という形で出るんで

すけれども、実際にその設備の更新に係る費

用をですね、実際に山下駅が関係するですね

市町村とかですね国とですね、案分をしたよ

うな形でした結果、豊能町の負担額が 105 万

7,000円という形になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

それは分かりました。 

５番に関してはもう新規事業で続いていく、

何年か続いていく。そしてこの負担割合って

どのぐらいになるんですか。豊能町のね、全

体の事業の中の。多分この負担割合がきちっ

と決まってると思うんで、そこをお願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この地域鉄道の町の負担金の率なんですけ

れども、例えば総事業費に対して３分の１が

国庫補助金になります。３分の１が能勢電に

なります。残りの３分の１を近隣の都道府県

と近隣の市町村で賄うということになってお

りますので、市町村では６分の１の負担割合

になります。ただ、日生線とかは豊能町関係

ありませんので、豊能町に関係する部分だけ

を比率を出して、能勢電のほうから金額を示

されて、妙見口線に係る分だけを豊能町が負

担するという形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

すると今回は何％なんですかな、難しい。 

今回は関わったね、能勢電、豊能町関わった

わけですよね。そうするとこういう場合どう

なのかなあという意味でお尋ねしたいんです

が。今、無理だったらまた別のときでもお願

いします。 

（「あとで回答させていただきます」の声あ

り） 

○委員長（池田忠史君） 

はい。ついでにちょっと同じところでちょ

っと確認なんですけど。これ今、山下駅だか

ら豊能町という話がありましたけど、沿線は

ほかにも市町ありますけれども、関係ないっ

て言ったらちょっと語弊がありますけど、能

勢能勢までの間では豊能町じゃないところも

ありますけど、そこの駅の工事とかそういっ

た場合には豊能町は負担しなくていいという

考え方でよろしいですか。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。総合政策課、黒田です。 

今おっしゃいましたように豊能町が実際に

関係する駅のみでございます。まだですね、

例えばときわ台駅とかになりますと、本当に

豊能町がほかの市町村はゼロで豊能町が全額

負担をするというような形になっております。 

以上です。 
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○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ちょっと変わります。広域連携事業 23 ペ

ージ。この事業によって豊能町に具体的な成

果とか効果が何か生まれているのでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

こちらですね広域連携事業ですけども、こ

ちらですね主には２市２町で実際に行ってい

る権限移譲の事務のほうに関する負担金にな

るんですけども、こちらは、豊能町で実際こ

のような事務をですね２市２町、２市２町共

同でですね実施行うことによりですね、行政

サービスの効率化と向上を図ることができて

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

年間 1,500万で、具体的な政策や事業があ

るんですね。ちょっとお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

こちらに関しましては、分野で言いますと

児童福祉ですとかまちづくり、土地利用規制

ですとか、あと公害規制、高齢福祉なんかの

分野の事務になっておりまして、例えばです

ね、都市計画法に基づく開発行為等の許可等、

こちらの事務をですね、２市２町というかこ

ちらの場合は池田市ですけども池田市のほう

で実際に２市２町分を実施していただいてい

るという形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

個人的ですけども、広域連携というたらも

う交通やろとか思ってしまうんですよね、交

通や医療、また違うんですか。また違う。分

かりました。 

○委員長（池田忠史君） 

これ、広域連携の中に総務部の所管以外の

今説明の中に入ってましたけど、もう一括で

ここに入っているっていうふうでよろしいん

ですか。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今委員長おっしゃいましたように、

総務部以外ですね全ての事務に関してが今こ

の広域連携事業のほうの事務の中に入ってお

るという認識でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林でございます。 

今、才脇委員が言われた広域連携事業なん

ですけども、先ほどちょっと具体的なことが

出たとは思うんですけれども、この広域連携

することによって地域課題の解決ということ

で、広域連携をしてて各ところからこんな課

題が出ました、それに対しての解決というそ

んなような具体例や、また、それにサービス

の向上という部分も文面もありますけども、

どのようにサービスの向上を図っていくのか、

お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。これ例えばこの広域連携でですね、

権限移譲で実施している事務の中で障害者手

帳の交付とかいうこともあるんですけども、

こちらのほうは、実際に２市２町の担当者と
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話しをする中でですと、２市２町それぞれで

やるよりもですね、この辺りは箕面市で実施

をしていただいてるんですけども、箕面市で

実施をすることにより、例えばシステムも導

入するシステムも一つで済みますし、事務の

交付までの期間なんかも早く実施できるとい

うことでかなりの効率化になっているという

ことを聞いておりますので、そういうところ

でサービスの向上が図れているかなあと感じ

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の 23 ページいうことは多分上と下と二

つの事業だけだと思うんだけども、それぞれ

の内訳を教えていただきたいことと、それか

らこの権限移譲は大阪府からの権限移譲だっ

たかな。だとしたらね、大阪府からは何某の

昔は入っていたような気がしましたけど、今、

幾らぐらい入ってるのかな、お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。大阪府からの権限移譲に係る入に関

しましては、こちらの 23 ページの予算説明

資料 23 ページのですね、広域連携事業の特

定財源のほうに記載しております 415 万

6,000円になります。 

以上です。 

 すいません。説明が不足しておりました。 

こちらですね予算の内訳ですけれども、この

共同処理センターの事務に係る負担金が

1,544 万 2,926 円ということで、こちらあく

まで仮算定ですけども 1,544 万 2,926 円とい

う形になっております。 

あとはですね、この猪名川上流の地域資源

を活用するネットワーク会議のほうが２万

4,000 円。もう一つ、豊能地区市長町長連絡

会議負担金のほうが５万円という形になって

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

何かあんまり過ぎない、ちょっと。もうち

ょっとこの予算のどこかで内訳のことも書い

ていただきたいというか、権限移譲ね、いろ

んなもの権限移譲されて、町にいろんな負担

がかかってきてね、大変だと思うんですよ。 

大阪府から 415 万 6,000 円、今。あと 1,000

万近くは何とかやりくりするわけなんだけど

も、そういうのを聞くとちょっとこの２万円

とか５万円とかってのは寂しいなと思います

ので、もうちょっと意見です。もうちょっと、

これを分けるか何かしていただきたい。お願

いします。 

権限移譲は権限移譲でちょっとしっかり見

えるような形にしていただきたい。 

これは要望です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

47 ページの災害情報等配信事業なんです

けど、これ具体的にはどのような仕組みを導

入されるのかお聞きします。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課の田中です。 

災害情報等配信事業でございますけども、

災害情報をですね日常的に利用されているテ

レビに着目をいたしまして、そういった情報

を伝達する手段として、テレビのほう活用し

ました情報配信事業ということになっており

ます。 

○委員長（池田忠史君） 
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才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

聴覚障害者は無料配付とかおっしゃってま

したね。それ件数は把握されてますか、人数。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

今現在の利用状況なんですけども、29 台

設置しておりまして、その内訳なんですけど

も、聴覚障害のある方につきましては 11 件

11 名、実証実験のモニターのほうから移行

された方が３件３名ですね。あと、町の施設

で７施設、それからその他の自治会とか福祉

施設とかそういったところで８施設というと

ころで 29件となっております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 21 ページの先ほどか

ら出てます地域の魅力創出事業の妙見口駅周

辺の吉川地区の地域活性化に向けた拠点づく

りの事業なんですけれども。現在エイチ・ツ

ー・オーと、阪急阪神ホールディングスと事

業を進めて実証実験を始まると思うんですけ

れども、やはり地域活性化に向けるというこ

とですけどこの事業の目的っていうのがすご

く大切になってくると思うんですけども、今、

エイチ・ツー・オーと阪急阪神ホールディン

グスとここの事業の目的っていうのは、例え

ば観光振興とか定住促進、また交流人口の拡

大とかあると思うんですけど、主にどの点を

事業の目的としているのか伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。このエイチ・ツー・オーリテイリン

グとですね協定を結んで実施しているこの事

業ですけれども、こちらのほうはですね、民

間企業のですねノウハウを生かしながらです

ね、都会にはないですね、妙見口駅前を含む

地域の潜在的な魅力を発掘してですね、そこ

でですね、交流人口を受け入れるですとか、

あとは景観整備なんかに取り組んでですね、

にぎわい創出を向けた活用をしていくことを

目的としております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

交流人口ということなんですけども、将来

のまちづくり、ものすごく関わってくると思

うんですけども、今企業さんと将来のビジョ

ンですね、そういったことは何か、将来ビジ

ョンについて、５年後 10 年後を含めて何か

検討しているのでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

  山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

エイチ・ツー・オーとの取組のきっかけと

しましては、妙見口のケーブルとかリフトが

廃止になったことによりまして、能勢電の乗

降客がかなり減ったっていうところで、それ

が始まりとなりまして、吉川地区に来ていた

だく方を増やそうというようなところで、交

流人口とか関係人口を増やしていきましょう

というような取組を何かできないかというと

ころで五つほど今進めております。 

今、具体的にとなりますと、妙見口の駅周

辺っていうところでエイチ・ツー・オーとは

取組をしておりまして、今、能勢電の駅を使

った駅の本屋さんであるとか、あと町で持っ

ている町有地の町営住宅跡地でツムギバの事

業であるとかそういったところの取組をして

おります。 

吉川小学校の跡地利活用も含めて、また、
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サウンディングは別でするんですけれども、

そういったところの町有地も何か利用できな

いかというところで、そういったところでい

ろんな企業さんに入っていただいて、能勢電

の乗降客につなげていったり、町の活性化の

にぎわいづくりにつなげていけたらなと今の

ところは考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

今の取組とか直近の取組については伺って

ますけれども、当然イベントとかもいろいろ

駅の本屋さんとかされてますけども、やはり

エイチ・ツー・オーと阪急阪神ホールディン

グスさんとはやっぱり町の５年後 10 年後ま

でつながるような活性化に向けた拠点づくり

というところで、短期的な取組の話だけでは

なく中長期の取組についてもしっかりと話を

していって取組を進めて、将来につながるよ

うな事業にしていただきたいということを要

望しておきます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

64 ページのデジタル空中写真撮影につい

てお伺いします。固定資産税の適正課税のた

めに実施されるということなんですが、これ

までの撮影、前回、３年ごとにされてるんで

すね。どの程度の課税対象の把握、そして税

収、効果があったのかどうか、お伺いします。 

○委員長（池田忠史君） 

  桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

はい。空中写真撮影業務なんですけれども、

これは３年ごとに行っております。課税対象

というのは土地及び家屋の移動の有無という

のを３年ごとに、航空写真を用いて把握をし

ておるところでございます。また件数が、全

筆とか全戸とかになってしまうんで、一応お

答えしますと、土地で約 8,400、これは納税

者数ですけれども、家屋で 8,200 程度ですね、

これも納税者数ですが。 

この航空写真につきましては、ＧＩＳと申

しまして、地図情報のシステムというのを全

庁的に活用しております。その中でほかの建

設部局においてもこういった航空写真という

のを活用できるということで行っておるもの

でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

例えば上から写真撮ってこんなとこにこん

なんできてるわとか、なくなったわとかそう

いうことですよね。そういうことですね。 

３年というのはこれは国が決めてるんです

か。 

○委員長（池田忠史君） 

  桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

はい。撮影頻度に関しましては、法律で決

まってるものではございません。毎年やって

いるところもございますし、もう 10 年とか

のレベルで撮影頻度はやってるような団体も

ございます。豊能町におきましては３年に１

度、全国的にどれぐらいの頻度でやってるか

を調べますと、そういった我々の規模であり

ましたら、そういった３年というのが多いの

かなというふうに考えるところです。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

写真ね、うちの家にも何か大昔の写真が額

にあるんですけど、そんなんは、お受けにな

ったりはできないんですか。 
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すごく高いみたいですね、頼んだら。これ

600 万、３年に１回 600 万写真撮るのに。そ

して、どれだけの税収が効果があるかちょっ

と分からないですけど、そんなことをほしい

なと思う人もいてるかも分かりませんよ。こ

こに道なかったのに今あるわとかね、私らも

すごいそんな思うから、提案しときます。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

やっと発言です。内田です。すいません。 

今の写真のことでいうとですね、今、グー

グルアースとか衛星写真で見れるんですけど、

そういうのは活用はしないんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

はい。もちろんそういったデジタルの、ど

ういうんですかねそういったインターネット

等のそういう活用というのは考えておるとこ

ろではあるんですけれども、この航空写真に

かけましては、賦課期日でありますと１月１

日時点っていうところの付近で撮らさせても

らってます。 

衛星写真ですねグーグルアースに関しまし

ては、そうすると高度が、衛星の高度になっ

てしまいますと、一部雲がかかってるケース

がある。そうすると、雲かかってる部分は見

えないので、何回か取ってるうちに、雲のか

かってない日の部分をつなぎ合わせてるよう

な状態。そうすると、ほしい日の部分という

のが、ちょうど撮れるかどうかというのはち

ょっと疑問になるかなということがございま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

これって今、才脇委員が先ほどおっしゃっ

てましたけど、３年に１回で 600 万、税収が

上がってる下がってるは分からないですけど、

費用対効果として、この３年に１回っていう

のが本当に適正なのかっていうのは、ちょっ

と確認したことがあるのかないのかだけ、お

伺いしたいと思います。 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

 総務部、桑原です。 

はい。もちろん費用対効果っていうのは考

えるべきところではあるんですけれども、こ

れに関しまして課税資料というのを市町村が

備えなければならないということは、これに

関しては法律で定められております。 

なので、こういった頻度にさしてもらって

いるところでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そこの確認ではなくて、豊能町も住宅、建

ち出してるときなら分かるんですよ、上から

見て増築してないかとかそういうのを見れる

かと思うんですけど。それがそんなに起こっ

てないですよね、そういう場合であっても、

他市町村も３年が多いというけどそこら辺が

住宅が増えてるところなのか。そういうとこ

ろも考えると、豊能町の場合、５年にしても

いいのか、中には 10 年のところもあるって

言われたんで、そういった検討をされたのか

っていうことを確認だけしておきたいんです

けど。 

○委員長（池田忠史君） 

  桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

はい。更新頻度で関しましては、毎回その

期が来るたびに考えておるところです。費用

もかかるものですので、これについては十分

活用したいということもございますので、今

現在でありましたら固定資産にかかわらず、
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そういった道路整備であるとか水道管ですね、

そういったものの計画等に用いることができ

ますので、こういった頻度でさせていただい

ているというふうな状況でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の関連なんですよ。撮影しましたという

予算ですね、これね。そのあとに、実際前回

とあれして、ここに家が増えた建物が増えた

という、そういうふうな分析というのは職員

がされてんですね。それだけ別途どっかに委

託するとかそういうことじゃないですよね。 

確認します。 

○委員長（池田忠史君） 

桑原総務理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

はい。委託等はしておらず、職員のほうで

目視確認というような形になります。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

同じ 64 ページなんですけど、下の３・

４・５、全部システム改修なんですね。特に、

この５番目、７年度の税制改正によるシステ

ム改修ですわね。でも国からゼロのまま。 

これは今後入るというふうな期待なのか、

国は知らん顔なのか、どういうことなのかを

ちょっと教えていただきたい。システム改修

ね。 

○委員長（池田忠史君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

こちらの税のシステム改修の経費について

なんですが、普通交付税では算定は一定され

るんですけれども、具体的な金額は幾らまで

はというのはちょっと把握しておらないとこ

ろでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

３・４は何となくなんですけど、特に５な

んて国が税制改正したわけでしょこれ。それ

で町に負担来てるわけですよ。しかも 1,200

万近く。今のとこまだ分からないっていうと

こ、いつ分かんだろ。 

○委員長（池田忠史君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

はっきりした金額が最終的に普通交付税に

ついても８年度中にいただくんですけれども、

具体的な金額ってのはその中では明確には出

て来ないと。本来ですと特定財源ですとここ

の欄に特定財源とか入るんですけど、普通交

付税は一般財源でありますので、この欄が空

欄、ゼロとなっているというところでござい

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

内田です。 

すいません。ちょっと戻って 21 ページの

３番ですね、地域の魅力創出事業。ツムギバ

の件で、私はとってもいい事業だなと思って

期待しているんです。 

チラシを取りに行きましたら、事務所、な

かったというですね総合政策課で。どこにあ

るかっていったら駅にいっぱいあったんです

けども、その駅でチラシを手に入れまして、

私、牧で畑をやってるんですけども、そこへ

来る方ってね豊中とか池田とか、遠くはだか

ら伊丹からとか来てるらしいんですね。そう

いう人たちって、本当に自然と土を求めて牧

で畑をやってる方が多いので、そういう人た
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ちだったらこのツムギバで、試しに住むのは

いいんじゃないかなと思ってそちらのほうに

チラシを置いたんですけども、町のほうでそ

ういったターゲットを絞って広報するってい

うのはしないのかなあと思いまして、ちょっ

と質問です。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今回このツムギバのほうですね、２

地域生活の活動拠点ということで、滞在モニ

ター募集をするというものでございます。 

ですので、２地域生活ということなので、

豊能町以外に住んでおられる都心部とかです

ね、そういう方に来ていただけたらというの

もあって実施をしているんですけれども、そ

ういう方がですね、立ち寄りそうなですね、

この役場の近くの店舗にもちょっと置かせて

いただいてるとこもあったりはするんですけ

れども、残りまだ今月中ということで募集期

間ありますので、ちょっとポスターとかチラ

シがある限りですねちょっと事業者さんと協

力してですね、そういうとこにも配布できる

ような形でちょっと進めてまいりたいと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

今の分なんですけど、それって例えば主要

な大きい駅、別に豊能町に限らずっていうと

ころは、どんな感じになってるんですかね。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。総合政策課、黒田です。 

こちらのＰＲのほうなんですけれども、こ

れ事業者さんのほうでなんですけども箕面の

キューズモールですとか、先週は万博のほう

ですね、とかでもこういうＰＲをしてくださ

ってますので、そういうところでも町外の方

にも見ていただける機会が多くなっているの

かなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

ちょっと３月 31 日までの締切りというこ

となんですけど、途中経過でもちょっと今の

募集状況とかっていうのは分からないんでし

ょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

今事業者さんから確認してるところですと、

おおよそ 100 組ぐらいの募集の申込みがある

ということを聞いております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません。一旦ここで休憩にさせていた

だきます。 

再開は１時とさせていただきます。 

  （午後０時 08分 休憩） 

  （午後１時 00分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

はい、井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

総務課、井上です。 

すいません。一番最初に説明させていただ

いた説明が誤っておりましたので、１点訂正

させていただきます。 

予算説明資料 47ページ、予算書 70ページ

の防災対策事業の５．災害情報等配信事業で

すが、こちら視覚障害のある方に無料でと説

明してしまいましたが、正しくは聴覚障害の

ある方には無料でです。 

訂正させていただきます。申し訳ございま

せんでした。 
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○委員長（池田忠史君） 

では進めさせていただきます。 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

内田です。 

20 ページの住宅流通・多様化促進事業の

ところで、空き家バンクの利用の促進という

ところなんですけど、空き家バンクは何かこ

のたび解散すると聞きまして、空き家バンク

があったときの実績というか、どれくらい効

果があったのかということを教えてください。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。この令和７年度の空き家バンクの実

績としましては、空き家バンクの物件の登録

のほうが全部で９件、実際に買いたい借りた

いという利用登録のほうが 32 件ございまし

た。 

空き家バンクのほうなんですけれども、現

在連携をして住まいの相談窓口のほうにして

いただいてるんですけども、そちらの母体で

あるふるさとおこし協議会さんが解散される

ということは、はい、聞いておりまして、８

年度からですねどういう形でやっていくかと

いうのを今ちょっと調整をしているとこなん

ですけども、空き家バンクとしましては、令

和８年度４月時点では取りあえずは町のほう

で空き家バンクのほうを運営してやっていく

という形でちょっと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

私とか一般的に家を探そうと思ったときに、

今もうネットでよく探すんですね、住宅情報

サイトみたいなのあるんですけど、そういう

ところに情報はいってるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。空き家バンクに登録されている物件

なんですけれども、現在は町のホームページ

のほうと、あとはアットホームという住宅会

社さんと、あとはライフルホームという住宅

会社さんの２件のホームページのほうでも、

豊能町内の物件ということで検索していただ

けたら見える状態にはなっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

同じところにですね、新婚世帯に対しての

ほうの助成をしていると思います。 

私も豊中に住んでたときに家を探していて、

新婚補助世帯っていう家賃２万円補助を受け

ていた身なんですね。なので、そういう情報

って自分たちで町のホームページを見るかっ

ていうとそうじゃなくって、不動産屋さんが

こんなありますよって教えてくれたんですね。

なので、よっぽどじゃないと町のホームペー

ジでそういうのを探さないと思うので、やっ

ぱり本当に家が欲しい人は不動産屋さんとか

情報発信してるサイトが有効だと思いますの

で、今２件ということなんですが、もうちょ

っと増やせたらいいなと思います。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今御指摘いただきましたように今後

も実際に見れる会社のほうも増やしていきた

いなと思っております。あとは、現在住宅情

報が豊能町の物件情報が見られるアットホー

ムとライフルホームホームでもですね、その

サイトを見ていただくとサイトの中に豊能町
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で実際行っている補助金のメニューなんかも

出てくるような形になっておりますので、そ

のような形で今後も更に幅広くですね周知の

ほうをしていけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

今、内田委員のちょっと続きになりますけ

ども、２番の協働による魅力発信事業ってい

うことで、町から魅力発信はどのようにされ

ているのか、また、その方法はどうなってる

のか、お伺いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。町の魅力発信ということですけれど

も、町の魅力発信につきましては、町のシテ

ィプロモーションプランに基づきまして、町

のファンを増やすということを目的にですね

行っているんですけども、町の魅力というの

をやっぱり町民さん、町の魅力を分かってい

ただいている町民さんに発信していただくと

いう形で、今、トヨノノレポーターという形

で、トヨノノレポーターの組織をですね運営

しながらですね、トヨノノポータルというイ

ンターネットのサイトであるとかインスタグ

ラム等を使ってですね、町の魅力を発信して

いるところでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

同じ 20 ページの空き家バンクなんですけ

ども、これまでたしか実績に基づいて委託金

かな払っていたと思うんだけども。それでは

もう事足りなくなってきたんじゃないかなと

思って。要するに空き家バンクとして町とし

てどう力入れるかなんですけども、一つお尋

ねしたいのは、空き家バンクの運営に関して

は民間の不動産会社と何かしらと協力してい

きたいっていつかお話されていたんだけども、

それとはどういう形になっていこうとしてる

のか、それとももう完全に町の職員のほうで

やっていこうとしてるのか、どちら。あと全

く違ったもうちょっとどこか分からないけど、

民間、民間じゃない、団体、住民団体にお願

いしようとしてんのか、どこを町は考えてる

のか、お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。空き家バンクの運営なんですけれど

も、これまでは住まいの相談窓口さんに行っ

ていただいておりました。 

８年度以降なんですけれども、町でも住ま

いの相談窓口さんがもう廃止されるというこ

とで、そのあとどうするかということを検討

しておったんですけども、近隣の市町さんな

んかを参考にさせていただきますと、例えば

大阪でありましたら大阪府の宅地建物取引業

協会さんとかですね、不動産業協会さんとか、

そういうところと協定を結んで、空き家バン

クというか空き家バンクの運営なんかをして

いるところがあると聞きましたので、町とし

てもそういう形で、そういう協会さんとかと

一度ちょっと連携をして進めていけないかと

いうことで今協議をしておるところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

大丈夫かなとちょっとね、よっぽど力入れ

ないと無理だと思うんですが、ここの今年度

の 349 万 2,000 円の中には、委託料みたいな



36 

のは入ってんですか、前年度は入ってました

よね、入ってたのかな。ここにはそういうも

のは入ってんのかな。単にこの事業費だけな

のか、事業費というかな補助金だけなのか、

ちょっとそこをお願いします。 

もし入ってるとしたら、幾ら委託料を考え

てんのか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今年度まではですね空き家バンクの

マッチングということで、現地に見に行った

りとかですねそういうもののマッチングをし

たときに補助金ということで、１件当たり

3,000 円ってことで計上しておったんですけ

ども、令和８年度予算に関しましては、もう

住まいの相談窓口さんに対して、実際には一

緒にやりませんので、その予算に関しまして

は組んでおりません。 

空き家バンクの運営に関しまして、それに

代わるような予算というのは今回、特には組

んでいないという形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっとばかり増えてるのは何なのかな。 

はい、お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。今回予算増減ということで 13 万

9,000 円増えておるんですけれども、こちら

のほうは補助金で増えておるんですけども、

増えておりますのが家財道具処分の補助金と

空き家リフォーム支援の補助金ですね。 

こちらのほうが、家財道具のほうは、これ

まで 10 万円、空き家リフォームのほうは 30

万円という形で実施しておったんですけども、

今回、議会のほうからですね提言書をいただ

いたこともありますし、あとは実際にですね

家財道具の処分、実績を見てみますと、実際

に家財道具を処分をするのにですね大体１件

当たり 40 万円から 50 万円ぐらい、いろいろ

物価高騰とか処分料の高騰とかもありまして、

実際の処分料が増えておったりですね、リフ

ォームに関する補助金のほうも、それなりの

金額がかかるということもありましたので、

それぞれの家財道具と空き家のリフォームの

ほうの補助金を上限額を 10 万円引上げさせ

ていただいております。 

ですので、家財道具のほうは 10 万円だっ

たものが 20 万円、空き家リフォームのほう

は 30 万円だったものは 40 万という形で上限

額を引上げております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

空き家対策に関しては提言も出してるんで

今ちょっと触れられましたけども、家財道具

を出してどうしたいかというと賃貸を増やし

ていただきたいんですよね。賃貸が豊能町に

は賃貸がない、ほぼないんで、どうしても若

い人たちが買わないといけない。安いって言

っても 1,000 万クラスはしますんで、まず賃

貸で住んでもらって豊能町いいところだなあ

で買うっていうようなことの段階が踏めない

状態なんで、賃貸を増やすために、家財道具

の処分費なんかを上げてとか。それで若い人

たちには、住んでもらって住民税を支払うこ

とを条件に家賃を安くしてもらうとか。そう

するとかなり安い家賃で住んでもらうことが

可能になるかなと思うんで、そういった提言

を出させていただいたんですけどそういった

ことは反映されてますか。 

○委員長（池田忠史君） 
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黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

今回補助金の引上げを行ってるんですけど

も、対象としましては基本的に空き家バンク

に登録をしている物件全体をちょっと対象に

しているような形で引上げを想定をしており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

この空き家バンクのちょうどいいタイミン

グかなと思うんですよ、運営してくださった

方が解散するっていうのも。空き家バンクで

大阪府全体を見ても 50 件しかないような状

態で、豊能町だけが少ないんではなくて、全

ての市町村でほぼ機能していない。だって普

通にＳＵＵＭＯとかアットホームとかだと、

何千件ってある中で、行政がやってる空き家

バンクは 50 件を、何かマッチングしたマッ

チングしてないっていうようなことをやって

るんで。いやだから、もう一つ提言に言わし

てもらってたのは情報の一元化。豊能町に住

んでもらいたい、豊能町はどんなとこかなあ

と思ったときにちょうど町のホームページぐ

らいは見に行きますよね。そこで、家の情報

が横にクリックをしたら不動産、各不動産屋

に行くっていうような形をとれば、一番住み

たい、買いたいと思ってる人には情報を瞬時

にもらうことができるかなという提言だった

んですけど、そこら辺は、ホームページのこ

ともちらほら書いてますけども、検討の中に

は入ってないですか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。情報の一元化のほうはですね、ちょ

っと今、ホームページのほうではそれぞれ空

き家バンク、豊能町の空き家バンクと住宅会

社のホームページをそれぞれ３段書きみたい

な形になっておりますので、そういうところ

をなるべく早くに一元化できる形でちょっと

進めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いろいろと魅力を発信して何か周年事業し

て豊能町こんないいとこですよって言っても、

住みたい家がほとんどない。空き家は多いの

に市場に出回ってないんで、やはりまずそれ

をいの一番で市場に出さないとどんな施策を

打ったとしても住めないじゃないか、住みた

い家がないじゃないかじゃ駄目なんですよね。 

まず、本当にかなりの増額をしてでも、賃

貸として空き家として何百件、900 件ぐらい

が空き家と言われてるですから、それを 10

件 20 件でも賃貸を増やしてっていうことを

やはり試みないと、なかなか若い人を呼び込

むっていうところは難しいかなと思うんで、

そこら辺を１年かけてにはなるのかもしれな

いですけど、まずは情報の一元化とかそうい

うことを力を入れて取り組んでください。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

いみじくも豊能町空き家多くて、空き家バ

ンク少ないって言ってました話があったんだ

けど、空き家の持ち主にこの情報、流通の、

要するに、家財の処分や何やらの情報が入ら

ないといけないわけですよね。 

これってのは、前は固定資産税の請求のと

きにって言ってましたけど、今も同じ情報で

すか。もうちょっと違った方法も考えられた

かどうかだけお尋ねします。 

要するに、そのための予算をとってるかっ
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て質問に行くんだけども。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。今、議員おっしゃいましたように納

税通知書に空き家の活用チラシ同封しており

ますけれども、これは以前から継続して行っ

ておりまして、こちらのほうにはもちろん空

き家の管理をしないとこういうことになりま

すよとか空き家をそのまま継続することの危

険性なんかも書くと同時に、豊能町では空き

家のリフォーム工事の補助金ですとか、家財

道具の処分補助金、こういうものを実施して

おりますということを合わせて掲載をしたも

のを送っております。 

それとあとですね、東ときわ台の自治会の

ほうと連携をしてですね、こちらのほうも、

東ときわ台自治会と共同でつくったチラシと

かも、東ときわ台に家を持たれていて納税通

知書の送付先が町外となっている、こちら

200 件くらいなんですけども、こちらのほう

にも別途お送りさせていただいております。 

ただ、そのための予算というのは、特に８

年度予算に計上してないという形です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

昨年度の実績があると思うんですね。それ

はどのぐらいかっていうことと、東ときわ台

の自治会協力してるってことは、ほかの自治

会のほうには協力してもらえないのかまだ頼

んでないのか、どちらになるのかな。 

身近なところでも大切な取組だと思うので、

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

納税通知書に同封しているチラシのほうは、

これが全体で 1,500 件ぐらいになります。あ

とは、東ときわ台と連携でお送りしているの

がおおよそ 200件になっております。 

現在、東ときわ台自治会と連携をしておる

んですけども、これは２年前にですね、東と

きわ台自治会と話していく中でこういうこと

で、東ときわ台自治会内も空き家が多くなっ

ているので何か対策ができないかということ

でお話をいただいてちょっと話を進めており

ましたので、ほかの自治会のほうには、まだ

ちょっと声は掛けていないというのが現状で

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

実績もお尋ねしたかと思うんだけど、実績

がありましたとなると、ほかの自治会のほう

もやっぱり動くと思うので、その実績なんか

もしできたらお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

申し訳ありません。実績のほうなんですけ

ど、すいません。ちょっとはっきりとした数

字がちょっと上がってるわけじゃないんです

けれども、住まいの相談窓口のほうに確認し

ますと、納税通知書とかを５月頃に送るんで

すけども、そのあとに大体問合せが数件程度

は毎年来るということなので、住まいの相談

窓口のほうでは、これは本当に有効な手段な

ので続けたいということは聞いております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 
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今、あった話なんですけども相談があった

と、でも実際には、行ったというものはある

んでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。こちらのほうですけれども、実際に

成約まで至った分についてはゼロ件というふ

うに聞いております。ただ、実際に家を見に

行ったりとかですね、そういうところまでの

分というのはあるというふうには聞いており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。22 ページのほうなんですけども、

先ほど定期運行すると、東地区のほうですか

ね、その定期運行された場合に、今、東のほ

うではデマンドタクシーを使われて通勤とか

通学などされてる方がいらっしゃると思うん

ですけども、そういう定時運行されたときに

タクシーとかの今の時刻表みたいなものと、

今度行おうとしているものの整合性というか

時刻表とうまいこと間々で組まれてるのか、

どのように組まれるのか、それをちょっとお

尋ねします 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。この定時定路線の実証運行ですけれ

ども、現在行っておりますデマンドタクシー

も同時に並行して実施をするんですけれども、

こちらのほうは定時定路線の実証運行のほう

は、基本的に昼間の時間帯を想定をしており

ます。時間帯についても、全く重ならないよ

うにしていけたらなと思っておりますが、も

ちろん時間帯としてニアな時間帯になるケー

スもあるかもしれませんけども、そこは調整

をしていきたいなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

時刻表、うまいこと調整していただくとい

うことなんですけども、これでデマンドタク

シーをされてる京都タクシーさんとの話し合

いというか、その辺はうまくされてるんでし

ょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

  山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

 はい。総合政策課、山内です。 

デマンドタクシーにつきましては京都タク

シーに運行を委託しておりまして、実際に走

行したものに対して、京都タクシーに補助金

をお支払いしております。 

今回、来年度に向けて行う定時定路線の運

行につきましては借上げ運賃といいまして、

１日運行した場合、幾らっていうところで京

都タクシーと契約するようにしておりますの

で、一応京都タクシーと話し合いのほうはで

きております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

空き家バンクに戻っていいですか、空き家

バンク。 

これ、東地区古民家多いでしょ。そういう

古民家に住みたいなという人もかなりいると

思うんですよ。古民家、何か個人的に何か売

買したり賃貸とかしてるんですけど、町とし

ては、古民家はどういうふうに考えておられ

ますか。 

○委員長（池田忠史君） 
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黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。議員おっしゃいますように古民家で

すね、こちらのほうは実際に豊能町で古民家

を買いたいという問合せも結構多くありまし

てですね、これまでなかなかそこの古民家の

掘り起こしはなかなか有効的な手段がなかっ

たんですけども、来年度予算でですね、８年

度予算のほうで補助金の補助金、負担金のほ

うでですね、全国古民家再生協会負担金とい

うものを組ませていただいておりまして、こ

ちらはですね、一般社団法人古民家再生協会

のほうとちょっと連携をしましてですね、古

民家の流通促進を図るような形でちょっと進

めていきたいと思っております。 

この近隣ではですね、猪名川町さんが実際

に協定を締結してですね、古民家の流通促進

を図るようなセミナーをですね、自治会等を

対象に行ったりしておるということを聞いて

おりますのでこういうものを参考にですね、

古民家の掘り起こしについても進めていきた

いと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

是非本当にもう頑張ってほしいと思います。 

古民家、空き家の定義まではちょっといか

ないんですけどいっぱいあります。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。内田です。 

26 ページ、人事給与管理事業のところで

すね。職員の給与が今まで、私もちょっと学

童とか学校の支援員をしていましたので、学

校の中のタイムカードがちゃんとしてたんで

すけども、タイムカードを打ってその上を手

書きで報告をしてたんですが、今後これ、シ

ステムを入れることによって、どれくらいの

経費削減というか費用対効果があるか、お聞

かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

今、内田委員おっしゃっていただいたよう

にですね、これまでタイムカードで管理をし

ておりました。ですので、我々のほうでタイ

ムカードをつくって毎月配付をします。それ

を各原課の所属のほうでですね、一旦、集計

したのをエクセルで、何ていうかねその報酬

額っていうのを計算したのを、また我々のほ

うで手でたたいてですね確認をする。それを

システムに登録して支給するということをさ

せていただいていました。 

今後、勤怠管理システムを導入することに

よりまして、後のタイムカードの部分が電子

化されるということですので、そのデータを

直接そういう給与システムのほうに取り組む

ことができるようになるというふうに考えて

いますので、それぞれ原課のほうで集計して

作業する時間ですね、恐らく月初にですね、

部署によっては人数多いところは２日ほどか

かったりというところもあったかと思います

し、そういったところの作業と、我々のほう

がタイムカードを管理するといったところの

作業というのがなくなりますので、ちょっと

金額でというのが難しいんですけども、時間

数にすると相当の時間が削減されるのではな

いかというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。多分双方、勤務してる人も管理する

人も楽になると思うのでいいと思います。 
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今後は給料明細、今まで紙でもらってたん

ですけども、それも何かでデータとかの配信

に変わるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

給与明細につきましてはですね今度導入す

る勤怠管理システムではなくてですね、従来

より使ってますその給与システムのほうで作

成しております。まだそちらのほうがどうし

ても紙ベースでというシステムになっており

ますので、今回、この日常の出退勤の打刻の

管理というのはデータ化されるんですけども、

給与明細自体についてはこれまでどおりまず

は紙ベースでという形になっております。 

○委員長（池田忠史君） 

これシステム的にはどういう運用になるん

ですかね。 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

これから業者を選定させていただくことに

はなるんですけども、今話を聞いているとこ

ろではですねＩＣカードを導入します。職員

証の代わりにするＩＣカード導入しようと思

ってるんですが、それをですね本庁ですと、

端末につないだＩＣカードリーダーに読み込

ませて出退勤の管理をすると。 

出先のほうではですね、ちょっと全ての出

先に端末が置けないというところもあります

ので、スマートフォンとかを使ってですねシ

ステムにログインして、出退勤の打刻をして

もらうというようなところで対応しようかな

というふうに考えています。 

基本はＩＣカードでの出退勤管理というこ

とを考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

これシステム導入することによって、打刻

漏れとか打刻ミスとかっていうようなことが

出てきたときの修正とかで、別途時間手間が

かかったりすることもあるんですけど、その

辺と今の紙ベースとで、それでも時間は短縮

できると考えてよろしいんですか。 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

打刻漏れは今の紙でも実際起こり得ること

だと思っています。 

今度のシステムはですね当然データですの

で、そこを管理者権限で修正することも可能

ですし後から追加することもちろん可能です。 

トータル的に考えますと、そこ打刻すると

いうことよりもそのあとの事務のほうで、今

たくさんの時間がかかってきていますので、

そこを縮減するという意味では非常に効果の

あるシステムだというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっと確認なんですけど、お試し乗車券

のことです。 

たしか９月頃、広報に入れるっていう提案

をされてたかな、これから業者と話すってこ

となんですが。その内訳なんですけどね、何

を配布するかの。阪急バスに対してどのぐら

いの乗車券お試しがあるのか、デマンドに対

してどのぐらいのお試し券があるのか。 

なおかつ、さっき 22 ページの１のとこで、

お試し乗車券 50 万円の予算とかおっしゃっ

たんですけど、もうちょっと詳しく、予算も

どこに入ってるかもあわせて、住民にはどの

ぐらい、8,000 所帯と思っていいのかどうか。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 
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○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。お試し乗車券のほうなんですけれど

も、こちらは委員おっしゃいましたように全

戸配布、全世帯に配布を予定しておりまして、

１世帯当たり阪急バスのお試し乗車券が 250

円分が２枚、デマンドタクシーも同じく 250

円分が２枚という形で、おっしゃったように

９月ぐらいからの利用期間を想定をしており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内訳も。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

予算のほうはですね、実際に配布としまし

ては全世帯なんですけども、一応利用率とい

うことで見込んでおりますので、全 8,000、

9,000 世帯近くのうちの利用率、例えば３割

だったら３割とかですねという形で予算とし

て見込んでおります。 

以上です。 

すいません。予算の 50 万円のほうなんで

すけれども、こちらのほうは東地区ですね、

東地区の阪急バスの東能勢線、北大阪ポリス

線の利用に係るものを大体１枚当たり 250 円

としまして、大体それが 2,000 件ぐらいの利

用があると見込んで一応 50 万円ということ

で計上しております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

 あと西とタクシーも。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

 西のほうがですね、こちらのほうが大体世

帯数が大体 6,500 世帯ぐらいになるんですけ

ども、そのうちの３割の世帯が利用されるこ

とを見込んで、これ阪急バスの豊能西線の補

助金のほうに入っているような形になってお

ります。 

デマンドタクシーのほうもですね、こちら

は全世帯 8,500 世帯ぐらいですけども、こち

らも利用率を見込んでその分をデマンドタク

シーの補助金のほうに含んでるという形にな

っております。 

○委員長（池田忠史君） 

22ページですね。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

22 ページのそうですね、地域公共交通維

持確保事業の 3,673 万 4,000 円、この中に入

っております。 

○委員長（池田忠史君） 

いや先ほど、これの何か内訳が説明があり

ましたけども。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

全所帯が使うというふうな想定じゃないっ

てのは分かりました。 

結果的にどこの部分に入ってるのかまず知

りたいってのは、場所はちょっと私が見えて

こないの分からないのと、もう１個、東地域

の阪急バスのネオポリス線を使う東に対して

はそうですよと。西に対してはタクシーの分

ですよっていうふうな理解でいいですか。ど

うもそう聞こえてしまうんだけども。単純に

阪急バスの路線と東はネオポリス線が使える

ようになりますと。 

○委員長（池田忠史君） 

西は西のバスの路線に対してですね。 

○委員（秋元美智子君） 

東はネオポリス線が入りますと。 

○委員長（池田忠史君） 

バスの路線名がネオポリス線という形にな

ってるだけの話で、もう大ざっぱに考えても

らうと、西のバス路線は西のバス路線、東の

バス路線は東のバス路線に対して、それぞれ

入っていますという形で理解していただいた

らいいと思うんですけど。 

○委員（秋元美智子君） 

分かりました。 
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それで結果的に阪急バス 250円が２枚、で

すね、はい。デマンドタクシーのほう 250 円

分が２枚、それが全部共通ということですね。 

内訳のいろいろ使い道をおっしゃってくれた

けど、これがメインですね。その予算のうち

の 500 万というのは、１番に入ってるのは分

かりました。全部これ合わせてじゃないでし

ょ。そこんとこちょっと知りたかったんで内

訳みたい。 

それともう１点。これは９月頃配って、使

える期限ってのは３月末で締めるんですか。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

はい。このお試し乗車券ですけれども、利

用期間につきましては９月から 12 月の間で

想定をしております。はい。 

予算のほうなんですけれども、先ほど申し

上げた１番のですね地域公共交通維持確保事

業の中で負担金、補助金ですね補助金を

3,600 万計上しておるんですけれども、全て

この中でお試し乗車券の分についてはここに

全て含んでおるという形になります、はい。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

何で 12 月なの。たった９月から３か月間。

そうじゃないとうまく締められないの。だっ

たらもうちょっと早く前倒してほしいとか、

それはもうちょっとだけでもね、使う期間を

長くしていただきたいなと余裕をもって、住

民が余裕もって使えるようにしていただきた

いという要望で終わります。３か月間で終わ

らせないでください。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

職員研修事業なんですが、これも前年度も

そうだったんですけど、パワハラとか働き方

改革とか、これ入ってるんですねここ、こち

らに。27 ページです。ここに入っているん

でしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

令和８年度の研修の内容につきましては、

また年度当初になんですけども、年間の研修

計画というのを策定させていただきます。そ

の中で年間の計画として必要なものを取り組

んでいくというふうにさせていただきたいと

思っておりますのが、今御意見いただきまし

た関係の研修ですね、そういったのも当然考

えてまいりたいというふうには考えておりま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

30 ページの広報ですが、１番の広報事業

の中の広報誌と両方あると思う広報とよのと

ね。それでホームページの分がある。その二

つの予算かな。もしそれだったら、二つそれ

ぞれ教えてください。 

特にホームページのほう。前言ったと思う

けど、町に電話したら、よその町はその町の

市歌が流れてきたと。町歌みたいのが待って

る間にね。 

豊能町そういうのを導入したら、お金かか

るもんですか。待ち時間の間の電話。ここで

歌うわけにはいかないからね。 

お願いします。まず内訳をお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

まず大事業、広報事業の中のですね、ごめ
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んなさい、当初予算説明資料 30 ページです

ね、の大事業、広報事業の中の１．小事業、

広報事業ですけども。こちらの中にはですね、

広報とよのの印刷と配布、それから声の広報

の作成、町内に 43 か所ございます広報板の

維持管理、それから町のホームページの維持

運営管理の費用が入っております。 

それぞれの金額で申し上げますと、まず広

報とよののほうがですね、印刷製本費で約

388 万円、配布のほうの業務委託料といたし

まして 285 万円を計上しております。二つ目

の声の広報ですが、こちら作成自体は原則基

本無料となっているんですが、来年度につき

ましてはですね、録音機材の更新ということ

で備品購入費８万 6,000 円のほうを計上させ

ていただいております。広報板の維持管理で

ございますけども、こちらは修繕料としまし

て 23 万円を計上しております。最後、ホー

ムページの運営、経常の維持管理のほうです

けども、物件使用料としまして令和８年度は

71万 2,000円の金額ということになってござ

います。 

内訳としては、以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

まず前年、その前ですね、その前と比較し

て百 3、40 万上がってるんだけど、これは印

刷費か何か上がったのかな、がまず１点と、

さっき言ったように、豊能町歌を電話の待ち

時間の間に入れるだけで無理かな。要望に終

わらしてこれ要望なんですけども。そういう

ことと、もう１個よその町のホームページ見

ると音読してんですね、ここは広報とよので

すけども。広報なんてホームページそのもの

を音読してくれるとこあるんだけども、そう

いったサービスというのは、今後考えていく

のかな。 

以上３点お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

まず広報事業の増額の要因ですけども、今

秋元委員おっしゃられたとおりですね、印刷

製本費のほうの高騰、物価高騰による影響が

増の内訳となってございます。 

ホームページのほうのですね、音声の読み

上げですけども、恐らくアクセシビリティっ

ていうものを一定基準満たしておればですね、

ブラウザのほうで読み上げができるというも

のだと思っております。今年度、実は小事業

の２ですね、ホームページ編成事業というの

を 99 万円ほど計上させていただいているん

ですが、こちらはアクセシビリティを今ばら

つきがあるものをですね、ベンダーのほうで

一括して修正するというものですので、見や

すさも含めてですねそういった障害をお持ち

の方に対して、見やすいホームページという

のを目指していくというようなところで予算

のほうを計上させていただいております。 

○委員長（池田忠史君） 

  寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

庁舎管理というところから行財政課からお

答えさせていただきたいと思います。 

待ち時間の間の町歌が流れるというところ

で、ちょっとほかの市町村さんやられてるか

ちょっと把握できてないんですけれども、恐

らくメロディーだけが流れるようなイメージ

かなと、歌詞がなく。今うち豊能町持ってま

す音源ってのは基本的に歌詞が入ったのじゃ

ないかなというふうにちょっと認識してるん

ですけども、その辺も含めてもし使うとすれ

ばメロディー化したものだけになっちゃいま

すので、そのほかやってられる市町村さんの

ちょっと状況を見させていただければという
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ことでちょっと調べさせていただきたいと思

います。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ということは、今言った電話のことは別と

して、いろんな障害を持ってる方、ホームペ

ージルビ打つとか、音声で伝えるとかってい

うことは、この下の２のほうで対応していく

ということで、ルビまで打ってるホームペー

ジありますね。そういうことも期待していい

のかな。この 99万の中で。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

この小事業２のホームページ編成事業のほ

うで来年度取り組もうとしているのはですね、

今、ページ自体はそれぞれの課がつくってい

ますので、その体裁であったりとか、表現の

方法とか、またそのウェブアクセシビリティ

ですね、そういったところにばらつきが生じ

ているというのを一括して修正するというこ

とを考えております。 

ちょっとルビを振るというところまでは考

えてはないんですが、アクセシビリティの向

上を図りますので、先ほど申し上げましたよ

うな音声の読み上げであったりとか、見やす

さといったところにおいては、ある一定の向

上が図れるのかなというふうには考えてござ

いま 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

今あった 30 ページの３番なんですけどね、 

声の広報事業８万 6,000 円なんですが、今回

老朽化した録音機材を買い替えるっていうこ

となんですけども、これってどのぐらい使っ

たらこのもう替えなきゃあかんのかなってい

うのはありますか。そして、また新しいもの

になったらまた性能がよくなるとか、そんな

のがあるんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

録音機材の更新ということなんですが、以

前町から貸与させていただいてから 10 年以

上経過しているというふうには認識していま

す。ただ機械のものですので故障等もあろう

かと思いますので、当然その辺りは状況を見

ながらですね、更新に努めていきたいという

ふうには考えております。 

実際制作自体はボランティアさんにやって

いただいてますので、本当にかかってるのは

この機材の分だけと。あと消耗品でテープ代

等は負担してますけども、基本的にはボラン

ティアで作成をしていただいているものにな

っております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

消防団活動事業についてちょっとお尋ねし

ます。54ページです。 

林野火災の発生がちょっと多発してるとい

うか怖いんですが、この消防団の人員確保な

んですけど、これは豊能町ではポンプ操法と

か、また今年もあるんですよね。ちゃんと確

保されているんでしょうか、心配な状況なの

でしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。総務課、田村でございます。 
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団員の確保については、もう町民の人口の

減少によって、なかなか確保が難しい状態に

なっておるんですけども、現在のところ、例

えばですね、消防フェアや出初式などでパン

フレット等を配布させていただいて、人員の

確保には努めているんですけども、なかなか

今ちょっと入ってこない状態になっておりま

す。 

ただ、退団年齢の引上げと、各消防団、分

団で考えていただいておりまして、以前でし

たら大体辞める年齢がですね、55 とか 56 歳

とかで辞めていただいてたのをですね、現在

のところ 60 歳を超えてもまだ団員でいてい

ただけるような、そんな感じになっておりま

すので、引き続き、団員の確保につきまして

も努めてまいりたいとは思いますけども、減

少はちょっととどまらないような状況にはな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ポンプ操法ね、私もちょっと大会見に行か

してもらったり、訓練見ましたけど、この山

火事といったら、ホースをつないでつないで

つないで、消していくというかね、１回、２

回の練習では分からない、やっぱり訓練とい

うかね、だから本当にもうすごくもう大事な

大事なこの訓練でもありますし、消防団とい

うのはとても貴重だと思います。 

質問じゃないですけど、頑張ってください。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、まず、今、現状の団員数と実

際必要とする団員数の両方、まずお伺いした

いと思います。 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

総務課の田村でございます。 

現在条例定数ですけれども、210 名となっ

ております。現在の団員数は 158 名となって

おります。 

年々、大体５名から６名ずつ減ってはきて

おるんですけども、今後機能別消防団員の増

加とかいろいろちょっと考えまして、団員の

確保に努めてまいりたいとは思っております 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

あと、旧村にはありますけど、新興住宅地

は以前ありましたけども今現在はなくなって

います。もう一度そこに分団をというのは難

しいのかもしれないですけれども、先ほどの

広報活動の話もありましたけど、新興住宅地

の方が分団に入りたいとかっていうような話

があった場合の、どう言ったらいいですかね

対応みたいなのはどんな感じになっています

か。 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。総務課の田村でございます。 

現在吉川分団のほうに一分団、西地区ござ

いますけども、吉川分団の中でも新興住宅地

の方、入団されておりますし、町のほうに問

合せいただいて新興住宅地の方からの問合せ

により入団されてる方もございますので、別

に地域、新興住宅地であるからとか、吉川地

区であるからっていうような区分けはしてま

せんので、どなたでも入っていただけるよう

な状況ではあると思います。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ていうことの広報はされていますか。 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。現在先ほどの件も含めましてですね、

入団を促進させていただいておりますので、

引き続き、そこら辺も周知してまいりたいと

思います。 

以上です。 
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○委員長（池田忠史君） 

はい、ありがとうございます。 

はい、才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

入りたいよ、入りたいわっていう人ね、女

性でもいてはったと思うんですけど、そうじ

ゃないですよね、訓練してもらわな。ただ人

員確保だけではなく、ちゃんと訓練して、も

う現場でもう即戦力にならなだめなんですか

らね、その辺は人数だけではなくちゃんと訓

練できる、できる人、する人の確保をお願い

したいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

  田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。総務課、田村でございます。 

消防団の訓練に関しましては、年次計画を

立てての訓練のほう実施しております。先ほ

ど議員おっしゃったように、林野火災に係る

訓練も年２回、常備消防と一緒にやらしてい

ただいておりますので、訓練の回数につきま

しても、適正にやっておると思っております。

よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

47 ページの災害情報配信事業ですけど、

これスマートシティの、ほぼ削りたかったん

ですけどなんとか聴覚障害者向けの情報発信

ということで残した事業なんですけど、対象

者はまずどれくらいいて、今現在先ほど田中

課長の答弁で聴覚障害者の方 11 名の方って

言われましたけど、対象者はまずどれくらい

いるのか、お聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君）和 

はい。総務課、井上です。 

まずですね、実証実験のモニターの方が

113 名いらっしゃいまして、その方にですね

モニターの期間終了のお知らせと継続の申込

みの御案内を送らせていただきました。 

それとですね、聴覚障害のある方こちらの

方は 93 名いらっしゃるんですけれども、こ

ちらの方に対してもサービス利用の無料でで

きますよというお知らせを送らせていただい

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

11 人だとかなり少ないですよね。これか

らどういうふうにして、聴覚障害者の方が災

害が起こりそうなときに情報を受け取れるっ

ていうふうに人数を増やしていくのか、お聞

かせください 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

テレビプッシュっていうのがですね、リア

ルタイムに、テレビが切れてても自動でつき

まして案内ができるというようなことがあり

ますし、防災情報に限らずいろんな情報を発

信することができますので、今もラジオ体操

とかが流れて好評いただいてるところなんで

すけれども、そういう魅力的な内容をちょっ

と少しずつでも増やしていきまして、ＰＲで

きて、案内、利用していただく人が増やして

いければなと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

  永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

多分この 11 名の方は案内を出して受けら

れた方。ここからは案内を受けたけど申し込

まれなかった方を増やしていくとなると、ち
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ょっとまたハードルが上がるわけですよね。 

もうこれの魅力、良さを伝えていかないと入

ってくれないんで、そこら辺はちょっと広報

活動は大変にはなるかと思いますけど、しっ

かりと増やしていっていただきたい。 

この 253万というのは、これは毎年この費

用ということでいいのか、使う台数が増える

と変わるのか、そこはどうですか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい、総務課、井上です。 

こちらのほうはですね、端末台数が 300台

まで、あとモバイル回線が 25 回線までは同

一の値段となっておりますので、300 台であ

ろうと５台であろうと同じ費用がかかります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ちょっと続いて、この１個上の自主防災避

難活動環境整備助成事業 100 万円。これ決算

のときに、かなり言ったんですよ。何を買う

か分からない、多分これ自主防災会の方たち

が欲しいといったものに助成するんですけど、

活動自体が今何をしていいか分からない団体

が多くて、どちらかというと、最初のときよ

りも年数たつに従って啓蒙活動になりつつあ

っる中で、機材を配付するっていうことがど

うなのかなあという。これ配付してどういう

ふうに使われるかどうかも分からない。 

各自主防災会が何を持ってて足りないもの

が何があるか、どういうふうな基準で配付を

決められるのか、補助されるのか、まずは、

質問します。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

こちらの補助については対象のものが決ま

っておるんですけれども、事前にですね申請

いただきましてこちらのほうで内容を精査し

まして、そこの自治会について、必要なもの

かどうか判断させていただいて決定を打たさ

していただきます。その後購入いただいて、

補助金のほうを支給するような形になるんで

すけれども、そのあとの今後、聞き取り調査

ですとかでどのように使ってるかっていうの

は今後、自治会と話し合いながら、よりよい

ものにしていきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

多分そこら辺をいう場合は町のほうで、こ

ういうふうな災害が起こったときに、こうい

う対応を自主防災会の人にしてもらいますよ

っていうことを導いてあげないといけません

よね。そこら辺の説明もしっかりしてもらっ

てから、じゃあ皆さんで活動するにはこうい

うものが足りないなというふうに感じていた

だかないといけないんで、そこら辺は本当に

しっかりと説明をして、自主防災会が機能す

るように持っていっていただけたらと思いま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

47 ページの３の防災行政無線なんですけ

ど、今何台ぐらい配付して、年々ちょっとず

つ配付台数増えてるのかな、戸別受信ね。 

あと何台ぐらい残ってるのか、お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

戸別受信機のことだと思うんですけれども、
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令和８年３月４日現在に 306 世帯に配付して

おります。 

令和７年度なんですけれども、こちらは

18 台設置の希望が、令和７年度ですね、設

置の希望がありまして今現在設置に取りかか

っているところでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

残ってる台数。これは一応町として付けて

ほしいなと思ってる家には全部付けたと思っ

てるか、それともまだこの辺りの人に利用し

てほしいなっていうとこが残ってるのか、状

況をちょっと教えてください。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

総務課、井上です。 

令和７年度の要支援者の対象者 142名いら

っしゃったんですけれども、そのうち申し込

まれてるのが 18 名になります。あとレッド

ゾーンの対象者が 15 名いらっしゃったんで

すけれども、申込みのほうが、ごめんなさい、

すいません。レッドゾーンのほうは 89 名で

すね送らしてもらって 15 名の申込みになっ

ております。 

すいません、訂正させていただきます。レ

ッドゾーンは 15名になっております。 

レッドゾーンと要支援者名簿を合わせて

18名の方に設置しております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

最終台数って一体どれだけ残ってるのか、

若しくはまだまだまだいけるのか。 

その台数の確認だけ、設置台数ですね、あ

と何台いけるのかっていう。 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

戸別受信機の在庫につきましては、豊能町

の中に置いてます、二、三十台だけ置いてる

んですけれども。 

対象者、実際にはどれぐらいいらっしゃる

のかというところで言いますと、レッドゾー

ンの世帯で 262 世帯、イエローゾーンの世帯

については 1,825 世帯いらっしゃいますので、

こちらだけでも 2,000 世帯ぐらいいらっしゃ

るんですけれども、そのうち 300 世帯ほどし

かちょっと設置できてないということになり

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

あとどれだけ設置できるのかっていう。そ

れはもう最大で 2,000 世帯全部設置できるの

かという話です。 

だから上限とか、豊能町としての今設置で

きる上限というか、台数としての想定数は幾

らですかという話。 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

申し訳ございません。予算上は 25 台にな

りますので、それを超えた場合についてはま

た翌年度ですとか、予算を流用するような形

で対応という形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

１年 25台まで。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

だからもうこれは在庫がいっぱいあって、

その在庫あとどのぐらいですかっていうふう

に聞いてたんですが、そうじゃなくて、25

台ずつは毎年付けていくことはできますよっ

ていうような御返事だったのかな。 

だからある程度今おっしゃった、2,000 所

帯ぐらいまでは、一応はやってやれないこと
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はないという理解でいいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

委員おっしゃるとおりで結構です。 

はい、ありがとうございます。 

○委員長（池田忠史君） 

年間 20台だと 100年かかりますけどね。 

はい、ほかは。 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 22 ページなんですけ

ども、ちょっと確認したいんですけれども。

運転免許証自主返納者移動支援事業で今回ね

お試し乗車券も配布するということなんです

けども、直近の免許を返納された方の人数に

ついて伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

実際に補助金のほうをですね交付した実績

になりますけど、令和７年度が阪急グランド

バスのほうの実績が５件、ｈａｎｉｃａ、京

都タクシー利用券のほうが、ｈａｎｉｃａの

ほうが 10 件、京都タクシーが３件という形

で、合わせて 18 件という形の実績になって

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

今回の利用想定人数について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

８年度予算につきましては、阪急グランド

パスのほうが 15 件、ｈａｎｉｃａ、京都タ

クシー利用券合わせて 20 件で、35 件の利用

を想定しております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

令和７年は 15 件ですかね。今回お試し乗

車券も９月から配布ねしますけど、やっぱり

効果を、なんていうんですかね、もうただね

広報に入れて配布して終わるのではなくて、

来年度にもつなげて効果が出ていくように、

効果が出るような取組っていうことをしてい

かないと、やっぱりこれ利用者を増やすこと

を目的にお試し乗車券配布しますけども、去

年の令和７年の実績なんかでもねかなりやっ

ぱり人数が、利用された人数少ないと思うん

ですけど、この要因についてはどのように検

証されてますでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

運転免許証自主返納者移動支援事業の補助

金のほうなんですけども、令和７年度の途中

から始めた事業でもありますし、まだちょっ

と制度の周知がちょっと届いてないのかなと

いう可能性もありますので、今後は広報、ホ

ームページを初めとしてですね、積極的に周

知のほう図ってまいりたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

59ページいってもいいですか。 

59 ページの１なんですが、庁舎等管理事

業ですね。上に維持管理を行って経費節約し

て、デマンド監視システムにより電気使用料

を削減すると。公用車一括管理によってこれ
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もう効率的に利用できると。言ってるのに、

この予算が増えてるのはどういうことなのか

な。ということは何かシステムか何か入れよ

うとしてるのかな。 

ちょっとこちらのほうの予算書見ても分か

らないので、この文面とこの 1,000 万のアッ

プがちょっと理解できないので、お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

星原主幹。 

○行財政課主幹（星原健男君） 

はい。行財政課の星原です。 

今回庁舎等管理事業のほうが 1,000万近く

増えておりますけども、こちらの主な原因と

しましては委託料の増額という形になってお

りまして、警備委託料、３年に１度の契約し

てるんですけども、そちらの契約金額がかな

り上がっております。人件費の増額という形

で上がっておりまして、それが主な原因にな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

幾らから幾らに上がったのかな。中身的に

は同じですね、委託する内容は変わらないと。 

この３年に１度っていうのは、３年に１回

見直しがあるっていう意味ですか、家賃じゃ

ないけども。３年ごとに値上がりしていくっ

ていう理解でいいのかな。 

ちょっとそこのとこ併せて２点お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

  星原主幹。 

○行財政課主幹（星原健男君） 

はい。行財政課、星原です。 

３年間の債務負担組んでおりますので、は

い。今回については７年に、７年から８・

９・10 と３年間の債務負担組んでの契約に

なっております。 

金額的にはちょっとお待ちください、はい。 

 年間で 642 万 4,000 円から 1,214 万 4,000

円となっております。 

○委員長（池田忠史君） 

  寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

はい。行財政課、寺倉です。 

すいません。ちょっと補足で説明させてい

ただきます。 

令和７年度までは単年で 640万ぐらいだっ

たんですけど、これ入札を行います。前回は

かなり格安というか予定価格よりもかなり安

くで落札された業者さんにお願いしました。

ただ今般、人件費すごく上がってますので、

今回は 1,200 万ということが単年の金額にな

ります。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

それって何者。相見積りみたいなのしたん

ですか。みんなこんな金額なんすかね。 

○委員長（池田忠史君） 

星原主幹。 

○行財政課主幹（星原健男君） 

はい。行財政課、星原です。 

今回入札を行いまして 10 者。はい、指名

競争入札で行っております。 

はい、以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

10 者、みんなそんなもんだったと。1,200

万超えてたと。うんうんそういうことですよ

ね、はい。 

となった場合に、今度はこの上に電気量の

使用を削減するとか、公用車の一括管理とか、

経費節減非常に今度大変なわけですよね。 

この辺りはどのぐらい減ったと思って受け
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取ったらいいですか、予算的に。 

○委員長（池田忠史君） 

  星原主幹。 

○行財政課主幹（星原健男君） 

行財政課、星原です。 

正確には出ないんですけども、デマンド監

視システムとか、電気関係に関しては警報が

出ますので、その前に電気量を抑えるように

という形で庁舎内に全部周知しております。 

具体的にちょっと、どれだけの効果が上が

ったかというのはちょっと正確にはちょっと

出してないです。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。内田です。 

37ページ、いいですか。 

来年、町長選挙があると思います。この間

の選挙とかでもあったんですけど、高齢者の

方の投票っていう困難な方に対する政策って

いうのはないのかなあと思いまして、ほかの

地域を見ると、車で選挙の箱を持った車が、

人口の少ないところに行ったりとか、高齢者

のところに行ったりとかっていうのがあるん

ので、豊能町でもそういうことができないの

かなあと思いまして、質問します。 

○委員長（池田忠史君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今、委員お尋ねの例は、多分期日前投票と

か、当日投票も含むんですけれども、例えば、

郊外といいますか、市街地じゃない山間部の

お住まいの方とかに、そういった移動式の投

票所やられてるところはございます。一方、

豊能町のほうはですね、比較的小規模の自治

会でもまだ投票所置いております。 

ですので、今のところ、移動式は考えてな

いんですけれども、近いうちに東地区とかで

したら、施設再編とかで投票所の数を減らす

可能性もございますので、その際はそういっ

た移動式の投票所も検討していきたいと思っ

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや、やはりそうそういうときこそ、それ

選挙ってそんな頻繁にあるわけじゃないじゃ

ないですか。これも町長選挙もまだ１年後で

すよね。そしたらその間に何か対策を一つで

も何かアクションを起こして、これだといき

なり多分移動式をやってもそんなに投票率伸

びないかもしれないし、そしたら、周知期間

というものもあるからまず一つ何かをやって

みます。そして、こんくらい好評でした、で

もここやっぱりやったとしても駄目だったら

またほかの方法も考えないといけないんで、

選挙ごとに何かこう取組っていうものはやっ

ていくほうがいいと思いますよ。 

それとこういうとここそデジタルですよ。 

やはりこう世界を見ても、やはり電子投票と

いうのは、いずれは出てくるわけですよね。 

そしたらこういう豊能町みたいな２人に１人

が高齢者というものは、日本でもかなり上位

に来るわけですから、それはもう日本全国が

いずれはそういうことになるわけですよね。 

そしたらこういうときに、将来を見据えて、

例えばデジタルで投票できるような、職員が

付添いながら最初はタブレットこうやってこ

うやってって言って入っていって渡してやる

とか、何かそういう取組、豊能町のモデルケ

ースみたいなのをつくって、それは国に働き

かけてそういうサポートを受けながらってい

うのは、多分国もやってみたいと思うはずな

んですよ。この投票というのは、高齢化を迎

えますんで。そういう取組っていうものを、
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本当にまだ町長選挙まで期間あるんで考えて

みてください。 

○委員長（池田忠史君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

移動の支援については、ちょっと今回ちょ

っと予算化に含めてないので、例えば次の国

政選挙とかのときに、そういったときには補

助金がつきますので、そういったところから

ちょっと移動支援とかについては取り組める

ところ、まず取り組んでいきたいなと思いま

す。 

あとデジタル化なんですけれども、議長お

っしゃるように、例えば自宅にいてて投票で

きたら誰も移動のことを考えずに済むんです

けれども、そこがちょっと今の法律上、そこ

はできませんので。ただデジタル化といいま

すのも今ですと例えば去年、去年おととしで

すかね、四條畷市のほうで、タブレット式の

投票というのを投票所の記載台にタブレット

を置いて、投票するというような方式を取り

入れられてます。ただそれは、今かなり多額

の費用がかかるみたいで、総務省のほうから

も一定の補助金はあるみたいなんですけれど

も、その辺が一般的に導入されて値段が落ち

ついてきたら、豊能町のほうでも、例えば候

補者の少ない町長選挙であるとか、そういっ

たところからまずもし取り組めたら、やって

いきたいなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そういうのは豊能町が先じゃないの。いわ

ゆる高齢化がすごいから高齢化に対応したも

のを、そこら辺は今、国のメニューを見ても

それほど補助金が出てないっていうけど、や

はりこれ国にも働きかける必要があるのかな

あと。そういう場合はもう町長を引き連れて

ね、お願いしに行って、やはりうちの町では

どんどん投票率が下がってますと。健康でも

行けない人が増えてますと。入院してたら投

票もできるけど指定の病院とかできますけど、

そういった方が増えてるんで、こういう取組

をいろいろプラン持っていって、やはり新し

い取組としてやらないと、多分既存のだとな

かなか社会実験的にやるんだったら、それは

通りそうな感じなんですけど、そういうとき

はうまく町長なりを使ってね、ここの近隣の

国会議員なども働きかけね、よほどモデルモ

デルケースをつくっていかないといけないと

思うんで、そこら辺はまた町長よろしくお願

いします。 

○委員長（池田忠史君） 

ほか。 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

60 ページです。２番財産。ときわ台駅の

浄水場跡の駐車場なんですけど、これは舗装

整備を行う予算と見たらいいですか。舗装す

る、フェンスとか、そういったものあれして、

予算通った話ですけど、いつ頃までに工事完

成させようとしているのか。 

これの駐車場委託する委託料とかそういっ

たものが入ってないのかな。 

お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

  星原主幹。 

○行財政課主幹（星原健男君） 

はい。行財政課、星原です。 

こちらのほうですけども、舗装、今回の事

業費としては舗装になっております。 

事業としては、令和８年度内に終わる予定

なんですけども、このお金の中には歳入です

ね入金のほうはちょっと入ってないで歳出だ

けのほうを計上しております。 

年間一応目標額としては、年間 80 万円ぐ
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らいを想定はしております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

まず、1,176 万は舗装、駐車場の整備です

ね。下あれしたりとフェンスなんかも入るの

かもしれないけど。 

それが出来て、開始した後は、町営でやる

わけだけど、委託先があるのかなと思ったん

ですよ、事業の。そのときに、委託先の予算

を組むという理解でよろしいですか。 

これはあくまでも、あそこの整備だという

ことで、その点を確認します。 

○委員長（池田忠史君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

はい。行財政課、寺倉です。 

町のほうで町有地を有効活用してコインパ

ーキングしてるのは、光風台自治会館の前の

ところでコインパーキングしております。 

あれと同じやり方をやろうかというふうに

考えておりまして、これ予算上げさせていた

だいている 1,170 万円は、ここの場所の舗装、

あるいはガードレール設置という整備費用に

なります。 

業者を公募いたしまして、決定しました業

者に委託なんですけども、委託料というのは

町から払わずに向こうで運営していただいて、

そのうち利益のうち例えば半分であったりと

かを町のほうに納めていただくという形をと

っていこうという考えでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

43 ページの指定管理者選定事業なんです

けども、公の施設の指定管理者の選定という

ことですけども、この事業について詳しく説

明をお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

こちらの指定管理者選定事業につきまして

は、現在高山コミュニティセンターの指定管

理を行っておりまして、現指定管理期間が令

和６年４月１日から 11 年３月 31 日までとい

うことで５年間の指定期間を設けまして指定

管理を行っているんですけども、現指定管理

者のほうからですね、校舎棟の改修を前提と

しました新たな事業提案というのがございま

して、それに基づいて指定管理者再選定が必

要になるというところで行うものです。 

非公募、今回非公募ではあるんですけども、

公募に準じた選定を行うということで、選定

委員会を開催しまして選定していくというと

ころで、今回の予算のほうを上げさせていた

だいております。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

私、ちょっとため込んでるもんを全部ちょ

っとはき出させていただきます。 

まず 19 ページ。ちょっと先ほどからあっ

分の中で、これとよのんのＰＲ活動事業。こ

れ修繕費が計上されてるということですけれ

ども、全額修繕費ということではないと思う

んですけど、修繕費は幾らの予定なのかと、

あとこれＰＲ活動を通じてということで、と

よのんを使ったＰＲ活動、年間どれぐらいし

ているんですかね。いろんなイベントにとよ

のんが行って、そこで例えば何らしかのＰＲ

をしていると思うんですけど。年間の出動回

数っていったら変ですね、とよのんの活動回

数っていうのはどれぐらいなのか、ちょっと

確認したいのでお願いします。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 
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総合政策課、黒田です。 

はい。こちらとよのんのＰＲ活動事業です

けれども、予算がですね 72 万 4,000 円のう

ちですね、修繕費につきましては 21万 2,000

円という形になっております。こちらが着ぐ

るみの修繕料になっております。 

あとですね、とよのんの出動回数といいま

すかイベントとかに参加した回数なんですけ

れども、町で参加するイベントにつきまして

は年によっていろいろ数が違うんですけども、

令和７年度につきましては、大阪関西万博で

すとか、あとは万博記念公園であったイベン

トとかに、総合政策課として３回、４回参加

ちょっと参加をしているという形になります。 

あとはそのほかに各団体さんに着ぐるみのほ

うを貸出しておるんですけれども、ちょっと

７年度の数字は持ち合わせないんですけども、

６年度のほうはとよのんの貸出し回数が 23

回という形になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

なかなか一時期のゆるキャラっていう時代

から落ちついている状況で、なかなか出て行

ってもらう回数が少なくなっているような気

がするんですけれど、これＰＲ活動、とよの

んに限ったわけじゃないんですけどね、どう

考えているのかをお伺いしたいと思います。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課、黒田です。 

はい。委員長おっしゃいますように、とよ

のんのイベントとかもですねやっぱりコロナ

の前はそれなりにいろいろあったんですけど

も、なかなかコロナも挟んでイベント自体の

回数も少なくなってきております。 

コロナが明けて徐々にイベントなんかも増

えてはきておりますので、イベントがあった

際にはこちらからちょっと参加のほうをお願

いしたりしながらですね、積極的活用、とよ

のんを使ってですねＰＲをしていきたいなと

思っております。あとは、ＳＮＳですね、フ

ェイスブックとかですね、その辺りを今度は

さらに積極的に活用してＰＲのほうを行って

いきたいなと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

次にですね、22 ページの４番、地域公共

交通運転士確保対策事業なんですけど、これ

管野議員かな、がおっしゃってたんか何かで

すけど。これ運転手の補助を出してするのに、

豊能町だけでしても、これ実際運転手雇って

もらったとしても豊能町での営業所で働くか

どうかも分からないということもありますん

で、近隣等の協力が要るんじゃないかという

話は何度かされてると思うんですけど、その

辺今後はどんな感じで考えられていますか。 

これ予算、豊能町から予算出したはいいけ

ど、よその営業所で働いてたら、何か出し損

ではないですけどっていう考え方にもなりう

るんで。逆にその代わり近隣、例えば池田、

箕面からこういう補助金出したお金で雇われ

た方が豊能町の営業所で働いてくれても別に

それはそれでいいのかなという考え方もある

んでね、その辺、近隣との連携についてはど

う考えておられるか、ちょっとお伺いしたい

と思います。 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

 はい。総合政策課、山内です。 

この運転士確保事業を阪急バスと、あと京

都タクシーも適用しております。京都タクシ

ーについてはときわ台営業所に従事していた

だく方で、１名任用のほうをしていただいて

るんですけれども、阪急バスについてはなか

なか豊能町の路線のところでもしこの補助金

を支給したとしても、運転手として確保につ

ながるっていうのは難しいところがあるのか

なと思っております。 
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この補助金申請については、阪急バスのほ

うも豊能町でこういった補助金つくっていた

だいてありがたいというようなお声もいただ

いておりまして、あと能勢町であるとか、あ

と近隣、阪急バスが路線で走ってる自治体に

も阪急バスのほうから、豊能町で新たにこう

いう補助金をつくっていただいてるというこ

ともお話ししていただいてますので、そうい

った中で、近隣の市町村に広まればいいかな

と思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい。次は 24 ページのふるさと寄附促進

事業なんですけど。ここ数年、入と出でたし

か赤字になっていると思うんですよ。ちょっ

と言い方悪いですね、ふるさと寄附してもら

った金額とふるさと寄附した金額の差額でい

うと、豊能町は損してる立場の自治体になる

と思うんですけど、この辺先ほどの起業人制

度でふるさと寄附の新しい開拓とかいうお話

もありましたが、ふるさと寄附を増やすため

のここにその分も入ってるのか分からないん

ですけど、その辺どういうふうに考えて、今

までどおりのことをしてても変わらないわけ

ですから、何か新しいこともしていかないと

駄目かなと思うんですけど、その辺はどのよ

うに考えておられますか。 

黒田課長補佐。 

○総合政策課課長補佐（黒田朋弘君） 

総合政策課の黒田です。 

ふるさと寄附につきましては、委員長おっ

しゃいますようにふるさと寄附で入ってくる

金額よりも出の金額のほうが多いというのが

現状なんですけれども、町としてまず７年度

はですね、ちょっと返礼品を７年度から８年

度にかけてとにかく返礼品を増やしていきた

いということで。あとは、今よく全国的にも

よく売れているような分野に入る例えばお米

ですとかですね、野菜の定期便ですとか、そ

ういうものも含めて今ちょっと増やすような

取組を行っております。 

今後もですね、農業体験ですとか、食事の

ペアチケットであるとか、あとは家具のオー

ダー制作チケットみたいなものですね、あと

そういうあとは宿泊付きのプランなんかもち

ょっと返礼品で準備をしていこうとしており

ますので、そういうものを返礼品を増やすこ

とによってですね、入のほう増やすような取

組を進めていきたいなと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ふるさと寄附はもうなんか、今は現状もう

カタログギフト化のような感じになってます

んで、食品、特に肉とか魚とかっていうとこ

ろが出されてるところに偏っているような感

じがしますんで、豊能町にはなかなかそこは

難しいんですので、もう全く違う形で体験型、

今おっしゃったように体験型であったりとい

うようなことで一日町長体験とかですね、一

日議長体験とか、していただくようなメニュ

ーも考えていただいて、ちょっとよそとは違

うところの方向からですね、そういう寄附し

ていただけるようなメニューも考えていただ

くようにお願いしたいと思います。 

取りあえず、一旦、私のほうはこれで。 

あと、委員さんのほうから。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 62 ページ、令和８年

度の公債費償還事業。 

先ほど小中一貫校の起債ということで増額

になってるんですけども、今後の将来世代の

過度な負担にならないように、この町債発行

と公債費償還のバランスについてどのように

お考えなのか伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

江﨑課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江﨑純史君） 
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行財政課、江﨑です。 

副委員長お尋ねの件は、今後過度な負担に

ならないようにどのようなバランスをとって

起債をしていくのかということだと思うんで

すけれども。一つは３月 24 日にですね、財

政推計でまた御説明させていただきますけれ

ども、中長期的な財政推計を見ながらその中

でどのぐらいの負担が可能なのかっていうこ

とを把握していくっていうことが大事だと思

っております。あわせて、これは公債費、こ

ちらの利子に対してもですね、普通交付税の

措置というのがございますので、可能な限り

有利な起債を選択していくということをもっ

て、バランスをとっていくというふうにする

ことが肝要であるかなというふうに思ってお

ります。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

56 ページ、当初予算説明書の 56 ページな

んですけども、基金管理事業の余剰金の積立

なんですけどね、ちょっと確認したいんです

けども、現在の本町の基金の総額について伺

います。 

○委員長（池田忠史君） 

江﨑課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江﨑純史君） 

行財政課、江﨑です。 

現在のということですので、今回の３月補

正お認めいただいた場合のまず７年度の最終

予算額ということになりますが、こちらが

25億 2,907万 8,000円です。これは一般会計

のみということになります。 

あわせて、こちら当初予算、令和８年度の

当初予算お認めいただいいただいた場合の最

終額となりますが、こちらが 17 億 8,732 万

円を見込んでおります。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

今回の予算で予定している積立額の内訳に

ついて伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

江﨑課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江﨑純史君） 

予算説明資料 56 ページの 2,500 万 9,000

円の内訳ということで御説明させていただき

ますと、こちらが、うち 2,500 万がふるさと

寄附を積み立てる歳入予算で 2,500 万円。残

りの 9,000 円がそれぞれの基金の利子がある

んですけれども、それを枠取りとして 1,000

円ずつ積んでおりまして、合計が 2,500 万

9,000円というふうになっております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

こんなん聞いても無駄なんですけど、経常

収支比率は 98％ぐらいでした。余裕全くな

しなんですよね。 

その辺はっきりちょっと聞かしといていた

だきましょか。 

○委員長（池田忠史君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

令和６年度決算につきましては 96.4％で

すので、まだ令和７年度、８年度は当然決算

まで出てませんので、できるだけ、低い経常

収支率を抑えることができたらいいなと思っ

ておりますけれども。はい。 

というところでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかありませんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

今数字の話がたくさん出てきましたけれど

普通に戻りたいと思います。よろしくお願い



58 

します。 

32 ページなんですけども、連絡メール配

信事業っていうことであるんですが、防災行

政無線この間も光風台で防災訓練したんです

けども、私の家はちょっと離れてるんで、そ

れでも無線は聞こえたんですが、お迎えの方

はもう家に入ってると全然聞こえなかったと。 

ああそうですかぁ、また言うときますわって

話になったんですが、訓練のとき、音量って

いうのはどの程度調整されてるのかなってい

うのをまずお聞きしたいのと、そのあとメー

ル配信事業のサービスということで、どのよ

うな配信サービス、サービスの周知の徹底と

いうのはどういうふうにされるのかってのを

お伺いします。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐 

○総務課課長補佐（井上和也君） 

はい。総務課、井上です。 

私のほうからは防災行政無線の話をさせて

いただきたいと思います。 

音量につきましては、マックスでさしてい

ただきますと家の中にいらっしゃっても大き

く聞こえてしまいますので、聞き取り調査を

行いまして、外にいる方にはある程度聞こえ

るように、家の中でしたら今気密性の高い家

ですとか、大雨が降ったときにはどうしても

ちょっと聞き取りにくくはなるんですけれど

も、放送が鳴ってるっていうのが分かる範囲

で聞こえるようにっていうので、音量は調整

させていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

先ほどの御質問は、この連絡メールでやっ

てますたんぽぽメールをどのように周知して

いるのかということでよろしかったでしょう

か。はい。 

今現在ですね、町のホームページとか広報

誌に掲載してですね募集のほうはさせていた

だいてるんですけども、それ以外にも転入の

ときにチラシを配布したりですね、イベント

のときにこういったものがありますというこ

とを周知したりということで、広める活動を

させていただいております。 

以上です。 

○委員（才脇明美君） 

はい。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい、防災無線なんですけどもね、今そう

やって調整されてるっていうのはお聞きしま

した。しかし、いざっていうときに、そんな

こと言うてられないっていうように周りの高

齢の方もおっしゃるんですよ。そんな毎日や

るわけじゃないから、こういう訓練だったら、

もうしっかり聞こえるようにしてくれってい

うそんな声もありましたことをお伝えしてお

きます。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、ここで一旦休憩させていただ

きます。 

再開は２時 55分でお願いします。 

   （午後２時 41分 休憩） 

   （午後２時 55分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

まだ引き続きございましたら。 

よろしいですか。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

もうほか、ないようでしたら、すいません、

ちょっとタイミング悪かったようですね、す

いません。 

次に、予算説明資料の 67 ページから 117

ページの生活福祉部が所管する事業について
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ということで、入替えですね、じゃ、ちょっ

と一旦休憩という形で。 

では、次にですね、予算説明資料の 66 ペ

ージから 114 ページまでの生活福祉部が所管

する事業予算について、御説明願います。 

浅見福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部の浅海です。 

そうしましたら、私のほうからは、福祉課

の予算の一部について順次御説明を申し上げ

たいと思います。 

まずですね、予算説明資料 67 ページ、予

算書 83 ページ、地域福祉推進事業でござい

ます。前年度との 187 万 6,000 円の予算増に

つきましては、主なものとしましては、町社

会福祉協議会と町民生委員児童委員協議会の

補助金及び高速道路の使用料の増に伴うもの

です。 

続きまして、予算説明資料 69 ページ、予

算書 93 ページ、２の児童手当支給事業でご

ざいます。こちらは、前年度からの事業費の

減になってございますが、令和６年 10 月の

児童手当法の改正に伴いまして、18 歳まで

の支給年齢の拡充と、それから所得制限の撤

廃等の予定でありましたことから、多少、余

裕を見て予算計上しておりましたが、来年度

につきましては、今年度の実績の見込み相当

額を予算を計上し、結果としては減額となっ

たものでございます。 

次に、予算説明資料 77 ページ、予算書 91

ページ、こども総合支援センター運営管理事

業でございます。こちらのほうは、本会議に

おきましても答弁があったものでございます

が、生活福祉部で主に所管する予定をしてお

ります。その上で関係課としましては、福祉

課、健康増進課、義務教育課、こども育成課

の４課で実施していく事業でございますので、

民生費には福祉課とこども育成課、衛生費で

は健康増進課、教育費では義務教育課でそれ

ぞれ予算書の各ページに、こども総合支援セ

ンター運営管理事業が大事業としてございま

す。 

こちらの生活福祉部の予算審査では、まず

は一旦私のほうから、この事業について簡単

に御説明をいたします。 

この事業は、令和４年６月に改正された児

童福祉法に基づくもので、市町村の母子保健

機能と児童福祉機能が一体的に妊産婦や子育

て家庭への相談支援を行い、早期から切れ目

のない包括的で継続的な支援を実施すること

を目的としています。また、子育て上の孤立

や児童虐待の未然防止と迅速な対応を行うと

ともに、児童相談所などの専門機関と連携し、

より手厚いケアを必要とする家庭への調整を

行うとともに、本町においては、学校現場や

教育委員会とも緊密な連携を図り、発達支援

や不登校支援等についても取組を進め、妊娠

期から 18 歳までの一体的な支援を目指すも

のでございます。 

後の教育費、教育委員会の予算審査では、

制度の説明を省略させていただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、予算の中身や金額につきましては、

それぞれの４課で当面実施するものですが、

おおむね前年度の計上予算とほぼ同内容の事

業ですので、各事業で大きな増減がある場合

を除いて説明は省略をさせていただければと

思います。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

はい。福祉相談支援室、玉川でございます。 

そうしましたら、福祉相談支援室で計上さ

せていただいております予算の主なものにつ

きまして御説明させていただきます。着座に

て失礼いたします。 

予算書ちょっと戻っていただきまして、予

算書 84 ページ、当初予算説明書 72 ページを
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御覧ください。障害者自立支援事業でござい

ます。 

小事業名１の障害者自立支援事業（補助事

業）につきましては、障害者の障害福祉サー

ビス利用等に係る費用で５億 1,344 万 7,000

円を計上しております。昨年度と比較いたし

まして、6,316 万 4,000 円の増額となってお

ります。これは主に、居宅介護サービスや生

活介護サービス、就労継続支援サービスの利

用者及び利用時間数、利用日数の増加による

ものでございます。 

次に、当初予算説明資料 75 ページを御覧

ください。予算書は 85 ページになります。

障害者福祉事務事業でございます。 

小事業名２の第８期豊能町障害福祉計画等

策定事業につきましては、令和９年度から

11 年度までの３年間を計画期間とする第８

期豊能町障害福祉計画及び第４期豊能町障害

児福祉計画の策定に要する経費で 226 万円を

計上しております。 

○委員長（池田忠史君） 

萩原住民人権課長。 

○住民人権課長（萩原哲也君） 

はい。住民人権課の萩原です。 

住民人権課の所管業務のうち、主な業務に

ついて御説明いたします。着座にて失礼いた

します。 

予算説明資料の 78ページ、予算書 74ペー

ジを御覧ください。戸籍事務等窓口業務事業

でございます。こちらについては、戸籍や住

民票、マイナンバーカード、印鑑登録、パス

ポート申請等に関する事務を行うための経費

でございます。 

小事業の１の戸籍事務等窓口業務事業は経

常事業でございまして、主なものでは、保守

管理委託料の 1,368 万 7,000 円のうち、この

３月に構築しました戸籍の標準化、ガバメン

トクラウドの後のですねシステムの保守経費

ですねそれが 1,000 飛び 64 万 8,000 円。そ

れから業務委託料としまして 248 万円のうち、

パスポート発行事務の池田市への委託料、こ

れが 172 万 1,000 円。それから戸籍システム

の機械器具の使用料、これが 1,000 飛び９万

4,000 円など、日常の窓口業務に関連する経

費でございます。 

事業全体の予算額は前年に比べ約 940万円

の増額となっておりますが、主な要因としま

しては、戸籍標準化後のシステムの保守料に

より増額になったものでございます。 

続きまして、小事業２の戸籍文撰属性情報

改定対応事業でございますが、戸籍情報シス

テムに使用する文字です、属字等の文字一覧、

これを法務省の指定した基準に合わせるよう

改定することで、適正な戸籍事務を行うもの

でございます。 

続きまして、予算説明資料の 80 ページで

すね、予算書の 80ページを御覧ください。 

 人権啓発推進事業の小事業の２のところで、

犯罪被害者等支援事業ですが、これは豊能町

犯罪被害者等支援条例を制定し、本町におけ

る犯罪被害者等に対し見舞金支給など必要な

支援を行うものでございます。見舞金支給額

については規則で定めまして、犯罪被害者死

亡による遺族見舞金 30 万円、被害者本人が

重傷の場合の重傷病見舞金 10 万円、各１件

の計 40 万円を予算書の 81 ページの一番上の

ところの 19．条例等に基づく扶助費のとこ

ろに計上しております。 

続きまして、予算説明資料の 85 ページ、

それから予算書の 112 ページを御覧ください。 

消費生活事務事業でございます。 

小事業１の消費生活事務事業ですが、令和

７年４月より消費生活相談員を１名配置する

ことができましたので、通常の消費生活相談

のみならず、様々な消費生活の被害を防止す

るための啓発活動を推進するために、啓発リ

ーフレット等の購入であるとか、あと、チラ

シ印刷経費及び相談員の研修費用等を増額計
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上しており、事業全体で前年より 26万 1,000

円の増額になっております。なおですね、啓

発活動を強化することで、地方消費者行政強

化交付金 13 万 4,000 円、これの、全体の経

費の 50％補助になるんですがこれの活用を

予定しております。 

住民人権課の昨年度との違いがあります主

な事業についての説明は以上になります。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

それでは保険課の関係部分のうち、主なも

のにつきまして説明いたします。着座にて説

明させていただきます。 

では、予算説明資料の 90 ページ、ひとり

親家庭医療費助成事業を御覧ください。 

小事業名の二つ目の税制改正対応に伴うシ

ステム改修事業は、令和７年度税制改正によ

り、特定親族特別控除が創設されたことに伴

い、ひとり親家庭医療費助成制度の資格情報

等を管理するシステムの改修を行うものでご

ざいます。 

私からは以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山です。 

健康増進課の事業のうち、主なものを御説

明いたします。着座にて説明させていただき

ます。 

予算説明資料の 98 ページを御覧ください。 

大事業名、こども総合支援センター運営管理

事業でございます。この事業は、令和７年度

までは大事業名として、障害児相談事業とし

まして作業療法、言語聴覚療法士などにより

まして、本人及び家族からの相談を受けまし

て、有効な生活動作や日常生活上の注意点な

どのアセスメントなど相談を受けておりまし

た事業なんですが、こちらのほうを、こども

総合相談支援センター運営管理事業として、

事業の名称を改めたものです。予算のほうで

すが、令和６年度の実績を鑑みまして 18 万

円減額となっております。 

次に、予算説明書の 110ページをお開きく

ださい。こちらのほうは、ＲＳワクチン定期

接種化事業、予防接種事業でございます。こ

の事業は、令和８年４月１日より、ＲＳウイ

ルス感染症が予防接種法第 15 条第１項の規

定によりまして、定期の予防接種を行う対象

疾病に追加されることに伴いまして、新たに

ＲＳウイルス感染症に対する母子免疫ワクチ

ンの定期接種実施に係る費用 150 万円でござ

います。 

次に、予算説明資料 113ページをお開きく

ださい。こども総合支援センター運営管理事

業でございます。１番の子育て世代包括支援

センター（母子保健型運営事業）でございま

すが、この事業は、令和７年度まで、子育て

世代包括支援センター（母子保健型運営事業）

として、子育て世代包括支援センター「はぐ

はぐ」の事業としまして、妊娠期から子育て

期にわたるまでの切れ目のない支援を提供し

ておりました事業を、こども総合相談支援セ

ンター運営管理事業として、枠組み、事業名

称を改めたものです。事業費 348 万 5,000 円

のうちの主なものは、相談に対応する心理職

などの専門職の報償費でございます。 

説明は以上でございます。御審査いただき、

御決定くださいますよう、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（池田忠史君） 

以上ですかね、これより質疑を行います。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

110 ページなんですけども、１番の予防接

種推進事業ということで、８年度の予算が増
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額になっとるんですけども、これは子どもさ

んの接種、高齢者の方の予防接種ほかと書い

てあるんですが、増額のその辺の意味を教え

てください。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

令和７年度は臨時事業として実施しており

ました帯状疱疹の接種費用が令和８年度から

は経常経費ということで、こちらのほうに組

み込まれておりますので、その分が増額して

おります。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林でございます。 

隣のページ 111ページなんですけれども、

２番の妊産婦タクシー費用助成事業。 

７年度は 80万で、今年度は 20万という減

額されてるんですけども、その辺の減額の要

因を教えていただけますか。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課、秋山でございます。 

令和７年度では 40 名の予定で要求してお

りましたが、実績を鑑みまして、今年度、令

和８年度は 10 人を見越しまして予算計上さ

せていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

令和７年度は 40 名予定されてっていうこ

とだったんですけども、８年度 10 名かなり、

令和７年度は実際何人ぐらいいらっしゃった

んですか。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。令和８年２月末の現在の数字になる

んですけども４件ございました。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

４件、使われたということですか。 

妊娠された方は何人ですか。 

分かりますか。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。実際にタクシーを利用された方は、

４件っていう形になります。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

これ妊産婦、妊娠された方とか、そして出

産された方が使える事業ですよね。 

何人ぐらいの人が、何人おられたか、把握

できますよね母子手帳を渡してるから。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。現在のところ 39 名の方が、一応妊

婦として把握している数字でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今現在ですか、今現在 39 名。これは去年

の５月頃でしたかね、この事業は、実施され

たのは。それぐらいやと思うんですけど、何

が言いたいかといいましたら、これ周知され

てると思うんですよ、初めは周知されてない

のかなと思ったらちゃんと母子手帳もらうと

きにちゃんと周知をしてもらってます。 

しかしなかなか、39 名の方が妊産婦のう

ち４名しか使われてないということですね実
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績は。でもこれね、今回 10 名で下がってま

すけどこれはもう続けていってほしいです。 

なぜかというと安心なんですって、妊婦さん

は。いつでもこれ使えるんだという。そして

なかなか、生まれてからはなかなか、福祉セ

ンターになかなか行けない。母子センターに

お世話になりには行ってるんですよ、はぐは

ぐ、すきっぷ、かんがるぅとか行ってますけ

ど、なかなかちょっとそこまで手が回らない

みたいです。これはちょっと継続していって

ほしいなと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

貴重な御意見ありがとうございます。 

特段やめるとかっていう部分ではございま

せんので、できるだけこちらも妊娠届等を受

けたときに、しっかりと説明させていただく

ようにさせていただきたいと思います。 

あと、多くは自家用車を利用されてるかと

思いますので、そこら辺の部分もサポートで

きるような形で事業を継承してまいりたいと

思います。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 

109 ページなんですけども、３番で健康管

理システム改修事業ということで、メジャー

バージョンアップに伴う新旧版数連携の設定

修正を行う。これ新しいのとちょっと古いの

とかなるのかなというふうに思うんですけど

も、この辺の 448 万 8,000 円の予算あるので、

ちょっと御説明をお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

こちらの部分につきましては、情報連携の

標準化に伴いまして、把握する検診項目、歯

科の項目が追加した部分と、標準化に伴う基

礎となるデーターも変わっておりますので、

それの整合性がとれるような形で改修する部

分になりますので、実際の既存のデーター整

理されてる部分と、今度標準化されてる部分

の改修する項目をどういった項目でやってい

くかっていう企画の段階から改修して、適合

するかっていうところまでを含めたＳＥの作

業と、あと製品化に伴う費用でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

もうほぼ業務委託料ということですね。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

108 ページの医療機関開設等支援事業につ

いてお伺いします。 

本事業において想定している町内に不足し

ている診療科とは、具体的にどの診療科を想

定しているのかお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山です。 

町内に従前でしたら２件ございました整形

外科のほうが、経営者がいらっしゃらないと

いうことで、２件続くような形で閉院されて

しまいまして、住民さんのほうからも整形に

ついて強く要望されてるっていう部分で、整

形外科のほうを考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

これ、一般質問でもありましたけど、ほか

にも診療科、例えば皮膚科がないとか、あと

今、耳鼻科も西前さんあるんですけど、もう

予約がいっぱいいっぱいでもう予約もとれな

いみたいな感じのところの診療科もあるんで

すけど、その辺のところの増やしていくよう

な計画というか、何か声を掛けるとかいうよ

うな予定はないんですか。 

はい、小森生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（小森 進君） 

はい。生活福祉部の小森でございます。 

質問のほうでも、私のほうから回答させて

いただきました。基本的な考えといたしまし

ては、現在においてもともとあったも含めて

なんですけども、診療科目がなくなった場合

ということを一応想定してございまして、現

状いろいろ先ほどございました皮膚科であり

ますとか、耳鼻咽喉科のほうが、一つ診療機

関にございますけれどもなかなかいっぱいで

ということもお聞きしてますが、まず私ども

の考えといたしましては、やっぱり最低限の

ところの今までやっておられたところがなく

なったという考え方に基づいてますので、と

は言いながらもですね、今後いろんな科目に

ついても先生の高齢化もちょっと問題なって

きてるところもございます。それも注視しな

がら、今後、必要とするものについて考えて

いくということでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

説明書 70 ページですけど、成年後見人の

事務なんですけども、これ具体的にどういう

ことをされようとしたのか。前はね弁護士さ

ん呼んで、どんなものかとかっていう説明会

なんかやってましたけども、今回、その他の

予算で 33 万取ってますが、これで何か事業

をしようとしてるのかな。 

ちょっと、どのようなことをされようとし

てるのかお尋ねします。ちなみに、２年前は

83万だったし。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

はい。福祉相談支援室の玉川でございます。 

主にですね成年後見制度に関する講演会で

すとか、成年後見の申立て鑑定費用、それか

ら、実際に成年後見をしていただいている弁

護士の先生に支払う成年後見の後見人報酬が

主なものとなります。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ということは、予算書に書いてある報償金

の５万円とかはお礼みたいなところで、講演

会ってのはその他の費用の 33 万と思ったら

いいですかっていうか、実際これ、どのよう

な効果があって年間何人ぐらいが町のほうに、

こういった後見人の相談来るのか。その効果

っていうのかな、もし分かるようでしたらお

願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

今委員おっしゃられました５万円につきま

しては、講演会行った際の講師の謝礼になり

ます。既に後見人入っていただいている弁護

士の先生に支払いを行う費用が２万 8,000 円

の１年間分 12 か月ですね、これが 34 万円に

なります。 

講演会につきましては、いろいろと事業者

等に来ていただいてという形になるんですけ

ども、難しい成年後見を説明させていただい

て、利用につなげるといった形で、一定の成

果は出ているのかなとは思っておるところで

ございます。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

この成果がどのぐらいなのかなと思ってお

尋ねしたんですね。町のほうに、町からこの

弁護士さんにというふうなことはできないと

思うんですよね。そのあとどうされていくの
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かな。住民の方には後見人制度がこんなのか

分かりましたと、じゃあいざ、そのことをち

ょっと活用して考えたいといったときは、弁

護士を紹介されるのかな。 

その効果みたいのをちょっと教えてくださ

い。大事な取組だと思いますのでお願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

清水主幹。 

○福祉課主幹（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

委員お尋ねの成年後見制度の効果っていう

のは、なかなか私たちも普及啓発をしてるん

ですけれども、やはり御家族がなかなか後見

人にっていうことも難しい部分もありまして、

必要なんだけれども至らないっていう事例も

中にはいらっしゃるんですけれども。こちら

で予算計上させていただいてるのは、身寄り

のない方であったりとか後見人申立てをする

方、する方がいらっしゃらない場合に町長申

立てをした方に関しまして、申立て費用であ

ったりとか、あと弁護士なりその後見人に対

して所得制限があるんですけれども、生活保

護世帯に準ずるような世帯の方にも報償費、

この報償費というか謝礼をお渡しするという

ような制度になっております。 

過去にも実際お一人、成年後見、町長申立

て障害者のほうでさせていただいたんですけ

れども、まずそんな形で必要な方には、私た

ちも随時、申立ての御案内をさせていただい

たりとかっていうことはしてるんですけれど

も、一定その効果がっていうのは、なかなか

目に見えてはないんですけれども、町を通さ

ずして、そのまま申立てをされてる方もいら

っしゃいますので、こういう啓発をすること

で必要だなっていうことで、御自身で申立て、

御家族が申立てをされるというケースも中に

はあるんではないかというふうに思っており

ます。 

なので、一般的に事業者向けにも関わって

おられるお年寄りであったり障害者の方で、

後見この方必要やなっていうことで案内して

いただくということも目的としておりますの

で、効果何人で、何人申立てしてるかってい

うのでは、なかなか評価としてはしにくい状

況ではあるのが現実です。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今、身寄りのない方とかそういうお話を、

公にこういった講演会するよりも、それこそ

町の中でいろんな情報をつかんでる中で、も

ちろん動かれてんだと思うんですけども、そ

ちらのほうの取組はどうなんでしょう。併せ

てやってるっていう理解でいいですか。 

なおかつ、このことも広く知っていただく

っていう取組だという理解でよろしいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

  玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川です。 

今委員おっしゃられたとおり、町のほうで

も相談等ございましたら、必要な場合は、適

時御紹介をさせていただいておるといった形

で、また事業者につきましても、相談に来ら

れた事業者に相談に来られた方で、この制度

に該当するような場合は、こちらのほうに情

報を提供してほしいといったようなことはし

ております。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

72 ページお願いします。障害者自立支援

事業です。先ほど説明していただきましたけ

ど、これ４億 5,000 万円から５億 1,000 万円

の 6,300万円ほど増額になっています。 
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先ほどちょっと、主な要因をさっと言って

くれはりましたけど、もう一度これ、利用者

の増加により、そしてサービスの単価の増加

でよろしいですか。そして、この本町の現状

についてもお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

  玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

そうですね先ほどすごくはしょったような

説明だったんですけれども、特に増加になり

ましたのが居宅介護といいまして、障害者の

方の御自宅のほうにヘルパーが訪問させてい

たしまして、いろいろ入浴ですとか排せつで

すとか、食事等の介護をしていただくサービ

スになるんですけれども、こちらのほうでで

すね、さらにですね重度の精神障害の方です

とか重度の肢体不自由の方につきましては、

より高度で費用のかかるサービスが必要とな

ってまいりますので、大体月１人当たり、こ

ちらの重度訪問介護が増加しますと約 150 万

から 200 万程度、月１人当たりが増加になり

ますので、この分が主に増えた要因の一因と

なっております。 

この居宅介護のサービスの増加分が約

1,500万程度、８年度は見込んでおります。 

その他ですね、生活介護と申しまして、施設

のほうで、先ほど申し上げた入浴ですとか排

せつですとかそういったサービスを施設のほ

うで介助するサービスにつきましても、人数、

利用者数、及び利用時間数ですね、こちらの

ほうが大幅に増加するだろうということを見

込んでおりまして、単価等は特に大幅に変わ

るわけではないんですけども、利用者数と利

用時間数が大幅に増加するといったことで、

ちょっと８年度は予算の増額を見込んでおる

ところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

国が２分の１負担割合、府は４分の１、町

も４分の１ですね。これは１億 3,000 万ぐら

いが町の負担となってますよね。これが毎年

増えるかも分からないという恐ろしいことな

んですよね。 

今後この豊能町のどういうふうにちょっと

お考えかをお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

今委員おっしゃられたように、特に７年度

から８年度につきましてはちょっと増の幅が

大きいのかなという感じはするのですけれど

も、今後ともですね余りこう原因となる要因

は見当たりませんので、増えるのではないか

なあといった推計はしておるところでござい

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

福祉はもう毎年毎年増えていく覚悟でおら

んと駄目ですね。 

次の質問します。たんぽぽの家の現在の利

用状況と今後の運営方針についてお聞かせく

ださい。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

たんぽぽの家につきましては、令和８年度

から 12 年度まで、新たに指定管理というこ

とで法人に運営を任せておるところでござい

ます。 

事業の内容としましては、生活介護、こち

らのほうは定員が 10 名でございます。もう
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１個事業を行っておりまして、就労継続支援

Ｂ型という作業所に通っておられる方、こち

らのほうも定員が 10 名。合計 20 名の定員で、

実行の二つの事業を主に実施しておるところ

でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

72 ページ、同じところなんですけども、

先ほど才脇議員がおっしゃった１番なんです

が、施設一つ、施設は余り増えないじゃない

ですか。やはり居宅で介護される方が増える

であろうというようなそういう見込みなのか、

本当に先ほど申し上げた施設の中でも人数も

そんなにも大体決まってる人数が入所、利用

されてると思うんですけども、やはり外で自

宅でとか、そういうところへ増えるというよ

うな見込みなんでしょう。 

○委員長（池田忠史君） 

  玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

今委員おっしゃられたとおりですね自宅で

介護を必要とされる方の人数及び利用日数で

すね、こちらのほうの増も当然見込んでおる

のですけれども、施設に通ってらっしゃる利

用者の方ですね、町内には施設は余りござい

ませんが、他市ですね他市町、川西ですとか

池田ですとか、こちらの施設に通っておられ

る方、あるいはグループホームに入所されて

いる方等の人数も今後一層増加するのではな

いかということで、在宅及び施設の入所、通

所に行かれる利用者の方、こちらの双方の利

用者増を見込んでおるところでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

76 ページなんですけれども、この１番、

障害児通所支援等事業っていうところで、予

算の増額になってるその要因と、これはサー

ビスの向上を図るためなのかっていうところ

をお聞きしたいと思います。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

こちらの事業の内容ですが、主に一番増加

を見込んでおるのは、放課後デイサービスに

通所される児童さんの人数が大幅に増えるだ

ろうということで、増額を見込んでおるとこ

ろでございます。 

また、発達障害児さんですとか、難聴児２

歳３歳の幼児の早期の日常をここに記載させ

てもらっておるんですけれども、こちらの人

数につきましても増加するのではなかろうか

ということで、こちらの事業費のほうも若干

増加しておるところでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

1,000 万円の約増加っていうのは、放課後

デイサービスの利用者の見込み、おっしゃっ

てましたけども、この金額の大きさからいく

と何人ぐらい見込んでるんですか、増を。今

何人ぐらいで。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

  福祉相談支援室、玉川でございます。 

人数自体はそれほど多くはないないのです

けれども、ちなみに予算の計上の内訳としま
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しては、７年度は約 470 名程度を見込んでお

りましたが、８年度につきましては 494 名で

見込みをしております。 

年間利用日数につきましては、こちらのほ

うですね、同じ児童の方が例えば二つの事業

所に通われてるでありますとか、土日の時間

が増えておるとかいった形で、利用延べ日数

のほうが、令和７年度の予算見込みでは約

3,300 日見込んでおりましたが、８年度につ

きましては 3,819 日で見込みを立てておると

ころでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

そういうことは単純に約、延べですね 500

日増えることで、この 1,000 万円という形が

出たっていう、算定方法はそれだということ

で理解していいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

はい。今委員おっしゃられたとおりでござ

います。利用日数の増が主な要因となってお

るところでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

確認したいんですけども、当初予算説明資

料 105 ページの１．子育て支援センター運営

事業が増額になってるんですけども、ここに

施設開放「おひさまおルーム」とか乳児家庭

訪問とか一時預かり事業と書いてあるんです

けども、この増の要因について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

こちらのほう、令和７年度までは地域包括、

地域連携、すいません、ちょっと正式名称忘

れましたが、すきっぷの開設場所であります

池田泉州銀行の建物の賃料を総合政策課で予

算化して執行していたものなんですけども、

令和８年度からその管理執行が健康増進課に

移管されたということで、賃料 264 万円と、

あと車検に係る費用等々で増額、268 万

6,000 円増額になってるというところでござ

います。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

71 ぺージなんですが、福祉相談支援室運

営事業。これはどの部分に当たるんですかね。

総合相談窓口との横断、どこに相談したらい

いか分からへんときに聞くところなんですか

ね。44万 5,000円、人件費ではない。 

ちょっとこの辺、ちょっとお聞かせくださ

い。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川でございます。 

福祉相談支援室なんですけれども、こちら

の室はですね、障害に関する基幹相談支援セ

ンターとしての位置づけになっておりまして、

障害福祉に関する総合的な受付窓口という形

になっております。 

こちらの費用なんですけれども、いわゆる

福祉相談室におる事務職員の例えば研修に行

ったときの費用ですとか旅費ですとか、消耗

品ですとか、電話代とか通信運搬費ですね、

こちらのほうが計上させていただいておりま

して、44 万、45 万程度のいわゆる事務費で

すね、を計上させていただいておるところで

ございます。 

○委員長（池田忠史君） 

  才脇委員。 
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○委員（才脇明美君） 

どこに相談したら分かれへんときに相談す

るところですか。その位置づけでいいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川です。 

いろいろな方が相談に来られます。例えば

高齢の 65 歳超えた方がここの福祉相談室に

相談に来られましても、例えば包括に御案内

したりですとか、当然障害の方につきまして

はうちらの福祉相談室のほうで対応のほうを

さしていただいて、必要に応じて必要な部署

のほうへ御案内をさしていただいておるとこ

ろでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

78 ページの説明書 78 ページ、戸籍の事務

なんですが、これ 1,000 万ぐらい上がってる

んですね、システムの改修でもないし、どの

部分が要するに変わったのか、その効果って

いうかよく分かりませんけども、お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

萩原住民人権課長。 

○住民人権課長（萩原哲也君） 

はい。住民人権課の萩原です。 

まず標準化なんですが、まず国のほうが指

定する標準仕様書っていうのがあったんです

が、それがだんだん時間を追うごとに、要件

が増加していったと。そうしましたらシステ

ムベンダー、ベンダーのほうが開発しなけれ

ばいけないシステム要件がだんだん肥大化し

ていったと。それによってシステムの構築費

用というのがどんどん増えていったと。 

人件費の推移とか人件費の増額、なんてい

うかな費用が増えたっていうのもあるんです

けれども、それにですねそういうことで保守

経費っていうのが増大したということで、言

ったら利用料の大幅増になって自治体の負担

になるということで、これは最初に計画した

ときにここまで国のほうも増えるっていうふ

うに、以前に比べてものすごい保守料が増え

るというのは想定していなかったということ

ですので、それは国のほうも重く受け止めて、

システム運用経費のほうの急激な増加分とい

うのは自治体の負担になりますので、ここ地

方公共団体情報システム運用最適化支援事業

費補助金というのとか、あと普通交付税とか

で、そういった急激な負担を緩和するような

措置を今検討しているいうところでございま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

最終的にはシステムの改修、一言でまとめ

ていいのかな。となると、約 1,000 何百万、

1,368 万 7,000 円上がってるんだけど、この

金額かな。と同時に、お尋ねしたいのは、こ

こに黒丸で５点ほど付いてますけど、これら

が全て今度システム改修によって迅速にいく

っていう理解でいいかな。今国のほうが進め

てる、その標準化っていうのは。 

どれに今度効果があるのかもう一つ分から

ないのでお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

萩原住民人権課長。 

○住民人権課長（萩原哲也君） 

はい。住民人権課の萩原です。 

今回の、私どもの住民人権課の所管する分

の標準化というのは、戸籍事務に係るもので、

それに関する標準化のほうをこの３月に、こ

の３月、今月ですね、今月にちょうど行った

とこ、７年度予算を使いまして行ったところ

なんです。それはうまいこと、標準化っての

ができたんですけれども、その構築に相当な



70 

お金がかかったということで、それに対する

保守費用ですね、それがかかってくるという

ことで、今までの分に比べて大体倍ぐらいに

なっているということになります。 

なので、あとほかの事務とかいうのは、こ

れは総務課の所管になって、令和８年度に標

準化されるということになります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

あんまりやりたくないような改修ですね。

そうなってくると、お金がかかりますわ、ち

ょっと大変みたいな感じだけども。ちょっと、

そういう意味でここだけ見るとね、1,000 万

からかけて、何が今度どの部分がなんていう

かな、合理的なんのかなと思ってお尋ねしま

したけど、あんまりその辺は意味ないって理

解していいですか、行政側からしてみて。 

○委員長（池田忠史君） 

萩原住民人権課長。 

○住民人権課長（萩原哲也君） 

住民人権課の萩原です。 

もともと標準化っていうのがもう、どう言

いますか、今まではそれぞれ各自治体なりで、

それぞれ様々な様式を使ってたりいうことで、

法改正があるたんびにですね、それぞれのベ

ンダーでそれぞれの改修というのをやってた

んで、言うたら改修費がもうばらばらでやっ

てたのを標準化することによって、法改正に

なんていうんすかね、安く、なんていうんで

すかねそれぞれの個々のカスタマイズじゃな

くて、標準化することで全体的に安く改修が

できるんじゃないかいうところから始まって、

標準化というふうになって法律のほうでも決

められて、指定された業務については標準化

しましょうということで、うちの所管につい

ては戸籍事務なんですけども、あとはほかに

も全部で 20 業務あるんですけれども、それ

が今後全部全て標準化されていくということ

になります。 

なので、構築についてはちょっと、戸籍に

ついてはちょっと専門的な話でいくともとも

と、戸籍の例えば戸籍謄本取ってきたりとか

するのは、自分とこの自庁内サーバーという

ことで自分とこの庁内のところのサーバーか

ら情報で取ってたんですが、それが言うたら、

ベンダーのほうが構築したデーターセンター

とかそういったものをつくって、それを政府

の国の所管のところに、言うたら仮想で保存

していると、データを保存しているというと

ころで、そこにいうたら通信してですねデー

タを取ってくると、そういった仕組みになる

のが標準化になりますんで、結構な構築にな

りますんで費用がかさんだということですが、

これも国の補助金を使ってやりましたので、

はい。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

95 ページなんですけれども、小事業名２

番で国民年金育児期間免除対応に伴うシステ

ム改修事業っていうのがあるんですけども、

これは今年の 10 月に施行される、先ほどお

っしゃってましたけれども、この年金免除、

普通は申請が僕らも必要なんですけども、こ

の国民年金第１号被保険者の子が１歳になる

までの間っていうところで、ここでもやはり

申請業務というものが必要なのか。その辺は

町のほうから案内が来るのか。 

その辺を確認したいんですけどもお願いい

たします。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田でございます。 

今委員から質問のありましたこの国民年金
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の１号保険者が１歳の子どもが一歳なるまで

の間ですね、国民年金保険料が減免されると

いうことになる制度ですが、これにつきまし

ては、申請が必要となっております。 

今現在もですね、免除等につきましての申

請も受け付けているところでございまして、

この分につきましてもですね、町のほうで受

け付けることになると思います。 

周知のほうですが、ちょうど国のほうから

もですね、国が作成しましたリーフレット、

チラシ等が届きまして、これらを窓口等で配

架することで、周知するようにというような

依頼もありましたので、我々としましてもで

すね、対象になる方に漏れなく申請いただけ

るようにですね、周知のほうもしていきたい

と思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初説明資料の 112ページの２番目の育児

訪問見守りギフト事業なんですけども、増額

になってますけどもこの要因について伺いま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。こちらのほうはですねコープこうべ

さんの御協力によりまして、生後１歳までの

子どもを持つ世帯を対象に、育児用品の配送

っていう形でやっている部分なんですけども、

件数の増加というところで予算額も増加して

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

件数はどれぐらい増えたんでしょうか。前

年度と今年度、何件なのか伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課、秋山でございます。 

令和７年度は 40 件を予定して積算してお

ったんですけども、令和８年度は 10 件増え

まして 50件で積算しております。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

40 件は積算ということですけど、ちょっ

と確認したいんですけど 40 件利用されたと

いうことですか。 

  積算と見積りではなくて、実際に何件の方

が利用されたのかを伺いたいです。 

○委員長（池田忠史君） 

時間かかりそうですか。 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。お待たせいたしました。 

令和６年度でいきますと 40、金額でいき

ますと 62万 9,000円でございます。 

参考までですけども、令和８年２月現在で

いきますと、既に 31件でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

31 件が多いとは思えないんですけども、

この事業を利用される方がこれから増えてほ

しいなと思ってるんですけどね。私たちも福

祉教育常任委員会で富山に視察行きましたけ

ども、子育て施策のことをかなりアピールさ

れている自治体があります。なので、今後の

子育て世代を呼び込むためにこういう見守り

ギフトの事業とか、この辺りの充実について、

次年度に向けてまた取り組んでいってほしい

と思います。 

○委員長（池田忠史君） 
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秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

ありがとうございます。今実施している部

分も含めまして、継続して充実していくよう

な形で進めていきたいと思います。 

あと件数につきましては、妊娠の届出がさ

れる予定数としまして 50 件というのを上げ

させていただいているところでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

今の 112ページの１番のほうなんですけれ

ども、子育て世代包括支援センター。これ減

額になっておるんですけども、事業概要の中

には、きめ細かく支援するとか、こども食堂

支援補助金を交付するとかあるんですけども、

これの減額の要因というのは何でしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

こちらの事業の減額といいますか、主な予

算の主な項目につきましては、こども食堂に

対する補助金と、あと産後ケアの事業の委託

料でございます。 

従前こちらのほう、従前同じ事業の中でや

っておりました。はぐはぐ事業といいまして、

子どもの相談、発達の相談でありますとか、

産婦さんに対する教室なんかの事業やってい

たんですけども、こちらのほうを 113 ページ

の大事業名の名称が変わりまして、こども総

合支援センター運営管理事業、こちらのほう

と分けるような形になりました。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の 113ページの文章の意図・目的読むと、

こども総合支援センターの新しい事業ですね、 

ですよね、間違いないですね。 

それで下のを読むと、子育て包括支援セン

ター、今までのことを書いてあるんだけども、

ここどういうふうに整理させてもらったらい

いんですか。子ども、要するに母子保健型の

今ある事業の中に、新たに加わって、こども

総合支援センターというふうにしようとして

んですか。それとも二つ並べようとしてるの

か。ちょっともう一つ町の意図が分からない

ので、お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

岡本健康増進課長。 

○健康増進課長（岡本めぐみ君） 

はい。健康増進課、岡本です。 

こども総合支援センターというふうに機能

統合していくということになりますが、予算

につきましては、だからその事業の内容につ

きましては、今実施している事業を再編して、

こども総合支援センターというふうに統合し

ていくという形になりまして、ここで、この

113 ページで組んでいる子育て世代包括支援

センターの業務は、その一部をこども総合支

援センターのほうに組み替えるということで、

ちょっと小事業の名称はこのまま残してるん

ですけれども、大きな枠組みとしては、こど

も総合支援センターの中で実施していくとい

う形で進めているところです。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ということは、今後こども総合支援センタ

ー、それと子育て世代包括支援センター（母

子保健型）、もう一つこどもの隣の子育て包

括支援センターの母子保健型とこれ母子保健

型ね、もう１個は、基本形ってのありますね。 

この四つ、三つかな、そういう形になるんで

すか。 
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何かもう一つ、ちょっと理解しづらいので、

もうちょっとお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

岡本健康増進課長。 

○健康増進課長（岡本めぐみ君） 

はい。健康増進課、岡本です。 

ちょっと８年度当初から、場所が決まって

全部事業が移るという形になっておりません

ので、まだちょっと細かいところ整理できて

ないところもあるんですけれども、この母子

保健型につきましては、こども総合支援セン

ターの機能に移行するところと、引き続き子

育て包括のほうで実施する事業という形でち

ょっと分かれていくような形になります。 

今、具体的に言いますと、今までの子育て

包括支援センターの母子保健型としてやって

いました事業は、お子さんの大きく言います

と妊娠期から就学時期を経て 18 歳までのお

子さんの個別のニーズに対応していくという

ことで情報提供したり、相談を受けたり、あ

と講座を開いたりっていう様々な事業があっ

たんですけれども、このうちのこども食堂と

産後ケアの事業だけが、子育て包括支援セン

ターという先ほどの 112 ページの子育て包括

支援センターの運営事業としてこれは健康増

進課で引き続きやっていくものというふうに

残りまして、それ以外のところが 113 ページ

のほうにいきます。ただ、こども総合支援セ

ンターのほうは、ほかにも今福祉課で担当し

ているところや教育委員会のほうで実施して

いるところも含まれていきますので、また新

たな形ができていくんですけれども、ちょっ

とまだ実施場所等をですね、これからちょっ

と検討していくことも多いですので、ちょっ

と小事業名がこのまま残ってるところもある

んですけれども、今後そこはもう少し整理し

ていくということになります。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

少しちょっと補足をさせていただきますと、

従来、保健福祉センターのほうでは母子保健

の事業としましては、広くですね、妊娠期、

それから出生後からですね、健康診断とかで

すね、乳児の健康診断とか、あとはそのあと

１歳半とか３歳とか、年齢に応じた健康診断、

健診を行っております。 

その際にですね、少しちょっと気になる点

があるなというお子さん、それからそれにつ

いての御相談があるような保護者の方に対し

て、どういう形で発達を例えばですね支援し

ていくとかですね、そういった心配事がある

ような方に対して、新しいこども総合支援セ

ンターのほうで、相談事業でありますとか、

そういったものを対応して、子育てに関する

支援をしていくと。そういうイメージで捉え

ていただけるとありがたいなと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

こちらももうちょっと勉強して、中身をね、

勉強しないと何とも言えないですけども。 

少なくとも、子育て支援センター、こども

総合支援センター、子ども包括支援センター

同じ二つのもう一つありますね。四つあるん

ですよね。正直言って、住民のほうが惑わな

いかなというふうな思いもありますので、今

後ね、ちょっともうちょっといろんな形で、

私が分かりやすくって変な言い方だけども、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

お言葉を返すようで何なんですけど。これ

ね、子育て包括センター、子育て世代包括支

援センター、これものすごく人気ありますよ

ね。豊能町の子育て世代だけじゃなくて、箕
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面森町からとか川西のほうからも来てる。な

ぜかと言ったら、箕面森町ではちょっと人数

が多いからもうグループ分けされて入るとこ

ろがない。豊能町に来たら、皆さんほわっと

して、何かいい感じなんですって、ママさん

が。それでこっちのほうが来やすいわ。そし

て、川西は池田から来る人は元はこのとよの

っ子ですわ、とよのっ子が帰って来て。 

そういう感じで、毎日のようにどっか行っ

てます。どっか行かれてるみたいです、赤ち

ゃん連れてる人は。これがなかったら、自分

は子育てをやっていかれへんなというぐらい

豊能町は、もう私らのときありました。私ら

の子育て世代そんなん。もうとっても何か、

これがなかったら無理ですという子育て世代

がおりました。 

だから、子育て世代はこのすみ分けは分か

っておられると思うんですが、もっと分かり

やすくね、皆さん住民さんが分かりやすく、

されたらいいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

113 ページのところ説明だったかしら。私

のメモで報償金 333 万 8,000 円って書いてる

んですが、私の間違いかなこれ。ちょっと聞

きます。何の報償金かなってお尋ねしたかっ

たんですが。 

事業がごたごたになるんでね。それで、ワ

ンストップで新しく今度いろんな要するに横

つなぎできるような人材も入れていくような

ことをね、おっしゃってましたので、そうい

うふうな経費とかが入ってるかなというふう

に思ってますので、お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

113 ページの予算の主な内容は、先ほど委

員おっしゃっていただきましたように、事業

で実施しておりますベビーマッサージの講師

でありますとか、ヨガの講師であります。 

そういった方は、かんがるぅ交流会という

形で、妊婦であったり産婦であったりを対象

としまして、月１回、年 12 回実施している

部分と、あとペアレントトレーニングという

形で、お父さん、お母さん、ほかおじいちゃ

ん、おばあちゃんなんかも対象になるんです

けども、そういった方たちへの出産について

の準備でありましたり、出産したりした後の

準備でありましたりを事前に学んでいただく

ような教室を実施しているという部分の報償

費が主な部分になっております。あとは、本

なんかとか保育用の玩具なんかも用意した形

で実施しております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

町政運営方針出てるねぐらいやっぱり一つ

の目玉だと思うんです、これ。でなると、一

番の目玉は何ですか、ここの予算の中の。例

えば今おっしゃったようにベビーマッサージ

これまでなかったと、新しくしましたとか、

何かそういうふうな、ここに当初予算に説明

したね、運営方針の中で取り上げれば何とか、

なるほどああいいなっていうのがあったら、

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

清水主幹。 

○福祉課主幹（清水珠実君）珠 

福祉課、清水でございます。 

この小事業名の子育て世代包括支援センタ

ーの母子保健型の事業だけではなくて、この

こども総合支援センターの目玉としましては、

やはり妊娠期から 18 歳までということの大

きな枠ではあるんですけれども、やはり子ど

も子育てに対して悩みを持っておられてとか、
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子どもの発達のことの相談をしたいというこ

とで、特に心理のカウンセリング的なアプロ

ーチであったりとか、言語聴覚士、作業療法

士、理学療法士による体の面、身体発達の面

からのアプローチでいろいろ相談を受けたり

とか、あと、はぐはぐで今までも実施してお

りました本当に子育て相談も含めまして、親

が子どもに対して向き合っていく、子どもが

将来、やはりいろんな課題を持ってたとして

も生きて生き抜く力をつけるということの大

きな目的ではあるんですけれども、子育て世

代の子育てをしにくいと感じておられる方、

悩みを持っておられる方に対して寄り添った

形の支援ができるような枠組みを持っていき

たいと思っております。そこが乳幼児期だけ

ではなくって学齢期、小学校上がっても中学

校上がっても高校の年代でもやはりずっとい

ろいろ課題を持って、いろいろしんどさを抱

えた子どもたちその家族に対しての支援をで

きるようにということを考えております。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

豊能町、結構前から丁寧な対応をされてま

すよね。いろんなケース聞いてます。 

それで今回 18 歳まで延びたっていうこと

は一つの目玉かなと思ったら、それは福祉の

ほうで前からやってましたと言われました、 

言われましたね。やってたと言ってたんで、

今回、この 113 ページのこども総合支援セン

ターの予算入ってますよね、入ってますよね

この中に。 

今まで町の中でやってなくて、例えばいろ

んな声を聞いてきて、これは大変だって取り

組んだものがあると思うんですよ。そこのと

ころの目玉を聞かせていただきたいんです。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

  清水主幹。 

○福祉課主幹（清水珠実君）珠 

福祉課、清水でございます。 

先ほど委員おっしゃっていただいてるよう

に、本当にきめ細かく豊能町だからこそでき

る目の届く支援っていうのは、どこの部署で

も結構積極的に取り組んでおりまして、本当

に母子保健、児童福祉、教育に関しましても

連携を図りながら、相談というかアプローチ

はしてるんですけれども、やはり大きなとこ

ろとしましては、子どもが生まれました。そ

れでずっと保健福祉センターで相談をします。

次、幼稚園、保育所に上がりました。それも

保健センターと幼稚園、保育所と連携をして

るんですけれども、今度小学校に上がったと

きに、親御さんは今まで保健センターでとか

幼稚園、保育所で相談を受けてもらってたけ

れども、学校に行きだして、やはり今までは、

はぐはぐができるまでという形にはなるんで

すけれども、小学校上がったら保健センター

の相談っていうのが一旦終了するという形に

なりますので、親御さんがどこに相談したら

いいのか。学校にも相談するんだけれども、

やっぱり学校は学校生活のこと、勉強のこと

は相談を受けてくれるけれどもっていうとこ

で悩んでおられる親御さんも中にはいらっし

ゃったかと思います。 

それで、はぐはぐができた段階で、小学校

に上がってもやはり継続して 18 歳までを対

象とした期間でしたので、学校での相談とい

う学校での生活の相談をはぐはぐで受けるよ

うになったところで、やはりもっともっと学

校と教育委員会との連携が非常に必要やとい

うことに私たちは気付きまして、その中で、

今度このこども総合支援センターができるこ

とで、学校生活も含めて教育現場とも密に図

って連携をとりながら、事業を実施できるよ

うな体制をとりたいということで、今回切れ

目のない、年齢とか組織の切れ目のない形で
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の相談を受けられるような体制をとりたいと

いうことで、体制をつくっていきたいなとい

うことでさせていただいたというところでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

内田です。 

豊能町のこの子育てに対する取組はとって

もすごくいいなと思います。もっと、私とし

ては、もっと予算を付けてほしいなと思うく

らいなんです。 

というのもね、ちょっと戻るページなんで

すけれども、103 ページと 104 ページ。これ

人数の関係で、高齢者に対しての予算が高く

つくのは仕方がないと思うんですけども、永

寿荘と豊寿荘に予算がアップしているところ

で、これは何でかなあということです。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

この二つの施設のほうの管理運営を社会福

祉協議会のほうに委託しておるんですけれど

も、ほぼほぼそれの人件費に当たりますので、

毎年最低賃金アップなんかに伴いますと、そ

れに合わして、委託料も増額っていう形にな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

ちょっとまたもう一つ戻るんですけど、

92 ページの未熟児養育医療給付事業。これ

令和７年度が 201 で、来年 601 に増えてるん

ですけど、これ対象者がそれだけいるという

ことなんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

桁が違います。 

20万 1,000円と 60万 1,000円です。 

はい、古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

今委員から質問がありました未熟児の養育

医療費の件でございますが、こちらの対象者

数なんですが、年によって全くいない年もあ

れば、１年間に３名ぐらいいる年もありまし

て、過去の実績でいきますと、令和３年に３

名出ました後、令和４年から６年までは実績

がありませんでした。 

今年度、令和７年度は今現在３名の方が対

象となっておりますので、かなり年によって

変動がありますが、この７年度がちょっと増

えてきていると増えたということもありまし

てですね、来年度８年度については、切れ目

なく給付ができるように、少し増額をさせて

いただいて、予算計上させていただいたとい

うところでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

114 ページの保健センタートイレ替えるっ

ていう、何か所ですこれ。まさかの１か所じ

ゃないですね。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

健康増進課の秋山です。 

７台分を予定しております。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

７年度に新規事業でやって、８年度にもう

してないっていうのはないですか。例えば自
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殺対策の事業なんかは、７年度はあったんで

すけどもうされない。ほかにそういうのがあ

れば。１年でね決算まではあるんですけど、

１年前に説明をして、もう８年はしないって

言ったら何らかの説明がないと。 

○委員長（池田忠史君） 

玉川課長補佐。 

○福祉課課長補佐（玉川 徹君） 

福祉相談支援室、玉川です。 

今議長おっしゃられたとおり、７年度につ

きましては自殺対策の研修ですね、実施させ

ていただきまして、多数、民生委員初め事業

者の方等ですね多数出席いただいて、一定の

効果、成果はあったのかなと思っておるとこ

ろでございます。 

８年度につきましては、今まさに議長おっ

しゃられたとおり、当初予算には計上してお

らないのですけれども、引き続きまた、今回

は講演を実施したところでございますが、ま

た、これに替わるようなものがあれば、改め

てちょっと検討させていただいて、今後の啓

発に努めていけたらなというところでござい

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

  永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

やはりそれなりの成果があって、昨今ね日

本って自殺者も多い国ですから、そういった

継続してやっていかないといけないのかなあ

と思う中で１年でぴたっとやめられると、何

だこれは、去年の説明は何、ということにな

ってしまうんで、やはりやめるならそれなり

の理由をもってやめる。 

ほかないですか。７年度にやるって、８年

度にはもう載っていない。多胎妊娠のあると

かそれは全部入ってるんですね。子宮頸がん

のとか、いろいろ調べてどこに載ってるかが

ちょっと見当たらなかったんですけど。７年

度に新規事業みたいな形で始めたもので８年

度にもうしないと、１年こっきりでやめちゃ

ったっていうものはないですね。 

○委員長（池田忠史君） 

  浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海です。 

それ以外にはございません。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

100 ページなんですけども、長寿お祝事業。

これ対象が 65 歳以上の高齢者となっている

んですが、65 歳、私の中ではまだまだ若い

高齢者と言えないぐらい、もう自分の親も

75 になっても私後期高齢者じゃないよって

言いはるぐらいちょっと最近の皆さん若いで

すけど、これはずっと 65 歳の方に、何か記

念品をお渡ししてきた事業なんでしょうか。 

ちょっと予算が上がっているので、人数が

増えてるのかなと思うんですけど、記念品を

幾らぐらいのものをあげているのかなあと。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

こちらのほうの事業でございますが、敬老

のつどいっていう部分で、皆さんの元気をお

祝いしようという部分の対象者が、一般的に

言われている高齢者のカテゴリーとして 65

歳以上というところで区切らしていただいて

ます。 

祝品の贈呈につきましては、米寿と、あと、

白寿と最高齢の方にお祝品をお渡ししている

というところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

これ、予算上がってるのは人数が増えたっ

てことでいいんですか。それとも何か記念品



78 

のものが変わったとか。 

はい、秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

はい。お祝品のお渡しする対象者の数がや

っぱり増えてきておりますので、その増加分

でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

大丈夫ですか、ほか。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

よろしいですか。 

それではほかに質疑がないようですので、

以上で 114 ページの生活福祉部までは終わり

ました。 

ここでお諮りいたします。 

本日の会議は以上で終了し、延会したいと

思います。 

これに御異議ございませんでしょうか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

異議なしと認めます。 

よって、本日はこれにて延会することに決

定いたしました。 

次回は、明日３月 12日、午前９時 30分よ

り会議を開きます。 

明日は、第 18 号議案、令和８年度一般会

計予算の予算説明資料 115 ページ、都市建設

部から始めたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

どうもお疲れさまでした。 

 

午後４時 36分 延会 



 

  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会予算特別委員会 

  

      委員長 

 


